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日本ピーマック株式会社　厚木拠点（本社・工場）及び東京拠点は、業務
用空調機器の企画・設計・製造及び保全サービスの範囲において、品質
マネジメントシステムの認証を取得しています。

日本ピーマック株式会社　厚木拠点（本社・工場）は、業務用空調機器の
企画・設計・購買・製造及びサービス（サービス部品の供給・冷媒回収）の範囲
において、環境マネジメントシステムISO14001の認証を受けた工場です。

ホームページ https://www.pmac.co.jp

事務所一覧
https://www.pmac.co.jp/corp/map.html

札幌営業所
東北営業所
東京本店
北陸営業所
名古屋支店
大阪支店
広島営業所
九州営業所
本社・本店・支店・営業所

名古屋支店 東京本店



I N D E X

機　　種　（電 源） 外　　　観 頁

5

9

13

19

23

設計上・施工上のポイント

制　御

外気冷房
機能

冷房能力（kW）
321 4

：定格能力 ：インバータ能力

左右
勝手

外気冷房
機能

左右
勝手

ATP型 天吊ウォールスルーユニット
カセット／ダクトタイプ

単相200V三相200V

APP型 床置ウォールスルーユニット
スリットタイプ

単相200V三相200V

単相200V三相200V

床置ウォールスルーユニット
ガラリタイプ

AEP型

AUP型
（RUP型）

単相200V三相200V

床置ウォールスルーユニット
超薄型スリットタイプ

AGP型

27

28

単相200V

セパレート型
ペリメータ暖房ユニット

暖房能力（kW）
321 4

床置ウォールスルーユニット  スリットタイプ

天吊ウォールスルーユニット  カセット/ダクトタイプ

冷暖自在の一体型空気熱源ヒートポンプによる

個別分散型空調システム！

EA

RA

床置型

OA

SA

①室内側熱交換器
②室内側送風機
③フィルタ

室内機  機能
SA：室内側吹出
RA：室内側吸込

④室外側熱交換器
⑤室外側送風機

室外機  機能
OA：室外側給気
EA：室外側排気

給排気口

OA

EA

RA
RA

SA
SA

天吊型

室内機  機能 室外機  機能
SA：室内側吹出
RA：室内側吸込

OA：室外側給気
EA：室外側排気
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（注記）
1. 年間消費電力量の算出について
JIS B8616:2013 （パッケージエアコンディショナー）におけるAPF表示（通年エネルギー消費効率）の義務化により、この算出過程で
求められる「冷房期間+暖房期間の消費電力量」で比較したもの。

APF算出条件として、JRA4048:2013 （パッケージエアコンディショナーの期間エネルギー消費効率）規格を用いています。（設備用
エアコンの項、東京地区の事務所ビル、冷房期間:4/19～11/11、暖房期間:12/3～3/15、空調運転時間8:00～20:00）

2. CO2排出係数は、平成22年度・東京電力㈱資料の換算値:0.37kg ・CO2/kWhを使用。

省エネ・低CO2化が求められています!!

一体型空気熱源ヒートポンプユニットの高効率化を
DCインバータコンプレッサ・DCファンモータの採用により実現しました。

APF =
冷房期間 + 暖房期間で発揮した能力（kWh）
冷房期間 + 暖房期間の消費電力量（kWh）

これをCO2の年間削減量に換算しますと、
■床置型（定格1.0HP相当）1台当たりの年間CO2削減量
（894.6－493.9）kWh/年 × 0.37kg・CO2/kWh ≒148kg・CO2 / 年・台
■天吊型（定格1.5HP相当）1台当たりの年間CO2削減量
（1,378.5－884.5）kWh/年 × 0.37kg・CO2/kWh ≒ 183kg・CO2 / 年・台

《例》 建築延ベ面積20,000㎡クラスの事務所ビルに、床置ウォールスルーユニット（1.0HP相当）が
 約200台程度設置されている場合、インバータタイプに更新すると年間約30tonのCO2削減となります。

Ⅰ. 既存の定速タイプのウォールスルーユニットを
 インバータタイプに更新した場合の消費電力比較（当社比）

床置ウォールスルーユニット（1.0HP）

インバータタイプ

50W

125W

555W

定速タイプ

50W

252W

758W

730W
（31%省エネ）

1,060W

天吊ウォールスルーユニット（1.5HP）

インバータタイプ

107W

158W

1,045W

定速タイプ

179W

180W

1,331W

1,310W
（22%省エネ）

1,690W

定格冷房運転時の
消費電力

室内ファンモータ

室外ファンモータ

コンプレッサ

計

Ⅱ. 同上のユニットによる年間消費電力量比較（当社比）
床置ウォールスルーユニット（1.0HP）

インバータタイプ

383.1kWh

110.9kWh

定速タイプ

699.4kWh

195.2kWh

493.9kWh
（45%省エネ）

894.6kWh

704.9kWh

179.6kWh

1,115.1kWh

263.4kWh

884.5kWh
（36%省エネ）

1,378.5kWh

天吊ウォールスルーユニット（1.5HP）

インバータタイプ定速タイプ
年間の消費電力量

冷房期間

暖房期間

年間

空気熱源ヒートポンプ ASPACシステム

1. 完全個別空調システム
●部屋単位での冷暖房負荷の変動にきめ細かく対応で
き、ユニット単位の運転や時間外での空調も容易に行え
ます。
●冷暖房自動自在により室温制御も万全です。
●換気を行いながらの自動冷暖房ができるため、室内の
空気をいつも新鮮に保ちます。また、外気冷房ができ省
エネを図れます。（一部機種を除く。）
●TACS集中管理システムを併用しますと、各テナント毎
の空調電力量が按分表示できます。

2. 室内外機一体型空気熱源ヒートポンプ
●室内外機一体型のユニットですのでASPACシステム
は、機械室やシャフトが不要です。このため、床面積の有
効利用につながります。
●天吊型、床置型等のバリエーションで、建築意匠的に対
応します。
●ペリメータ処理用空調機として、リニューアルにも対応
します。

4. 災害時のBCP対応
●室内機室外機一体型の完全独立のため、電気復旧後は
目視確認のみで運転が可能です。
●給気・排気のダンパーが組み込まれている機種は、手元
や中央監視から手動もしくは自動でダンパーを動かし
て換気を行うことが可能です。
●高層階で電力供給がひっ迫した際にも、運転を間引い
て空調と換気を行うことが可能です。

3. 省エネ＆環境保全
●DCインバータ制御採用により、高効率化を実現しました。
●完全個別空調方式のため、必要な部屋だけ空調運転を
行ない、無駄なエネルギは使いません。
●室内外機一体完全密閉冷媒ユニットは工場組立品です
ので現地での冷媒配管、冷媒充填作業は不要となり、冷
媒漏えいのリスクはありません。

特　　長

通常冷房時

FA SA

EAOA

RA

室外側 室内側

FAN FAN
COMP

FA SA

EAOA

RA

室外側 室内側

FAN FAN
COMP 外壁

屋外

屋内

外壁
屋外

屋内

外気冷房時

■ウォールスルーユニットの運転例

■ウォールスルーユニットの設置例と冷暖房フリー

：冷房 ：暖房 ：送風 ：換気 ：停止

 

天吊ユニット

床置ユニット

《5階平面》

■一体型の利点

冷媒配管

冷媒

室内 室外

電源

セパレート型
１．複数機に電源が供給されている
必要がある。

２．室外機から室内機までの全ての
冷媒配管を確認する必要がある。
　

室内 室外

OAEA
SA

RA

電源

一　体　型
１．1台のみに電源が供給
されていれば、空調機を
運転ができる。

２．空調機内部に冷媒配管
が集約されているため
容易に確認ができる。
　　

一体型なら電源復旧ですぐに空調可能！
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ATP32FA
天吊ウォールスルーユニット カセット/ダクトタイプ

●インバータ化により効率アップ
DCインバータコンプレッサとＤＣファンモータ採用により、高効率化、
および静音化を実現しました。

●換気機能付きで室内空気をさわやかに保ちます。
空調運転と同時に換気も行ないます。
更に外気の温度条件により、自動的に外気冷房運転を行ないますので、
省エネが図れます。

●省スペース、安全性
天吊タイプのため床スペースが有効に利用できます。
ドレンセンサの働きで、万一の漏水トラブルを未然に防ぎます。

カセットタイプ、ダクトタイプ併設

注　記
1.室外側ダクトは15ｍ３/min時68.6Pa以内の損失抵抗を厳守ください。
２.室外ダクト（断熱処理が必要です）、吸込・吹出口，本体吊りボルト（インサートボルトＭ１０×4
本）、ナット（M10×8個）及び600角点検口は客先にてご用意ください。

3.ドレン管、電源線・計装線、ダクト接続等の施工は客先作業になります。
４.各フランジの本体側５００ｍｍ以内はメンテナンスを容易にするため、フレキシブルダクト
で接続してください。

5.アースは必ず接続してください。
6.ドレン配管は断熱処理が必要です。
7.ドレンホースはドレン配管に接続の際、トラップにならないよう順勾配に施工してください。
8.ドレン排水管の勾配は１／１００以上で施工してください。

外形寸法図　ATP32FA

カセットタイプ ［ドレンポンプキット付］

■フェザー型吹出吸込口（別送品）

OA

EA

40
40

25

７０３（インサート寸法）

天井開口芯

198 505

７８
０（
イ
ン
サ
－ト
寸
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）

25
8

（109）

オプションパネル取付位置

50
50

34
0

34
0

111406

79

（
34

8）

17
0

600角点検口（客先手配）

ドレンポンプキット
（オプション、別送品）

吊りボルト4本，ナット8ヶ
（客先手配）

吹出吸込口（別送品）

２０
以
下

８００（吹出吸込口寸法）

ドレン配管（客先手配）

ドレンホース、長さ：機外Ｌ＝450

ドレン接続アダプタ R1（PT25Aおねじ）
（ドレンポンプキット付属品）

ワイヤーホースバンド（∅22）
（ドレンポンプキット付属品）

移動可能 20  20移動可能 20  20

A部

７７０（天井開口寸法）
６８０（本体寸法） 4545

ＯＤ∅25０フランジ×2
（オプション、別送品）

20
0

移動可能 20  20 移動可能 20  20

１８
４±
３

42
43

0
（
本
体
寸
法
）

コントロールパネル

電源接続部
（モータブレーカ又は押釦開閉器）
（過電流保護付）

遠方制御等接続用端子台

フィルタ
（比色法65％）

給排気ダンパーレバー
（開、半開、閉選択可能）

16
±

3

１３００（吹出吸込口寸法）
１２７０（天井開口寸法）
１２２０（本体寸法） 1931

50

Ａ部詳細図

ナット２ヶ（客先手配）

平座金（付属品）

防振ゴム（付属品）

吊り金具Ｂ（付属品）

吊り金具Ａ

開口部形状

230

P
=
20

10
10

化粧板開閉用穴（２箇所）

2

30

19
0

10

42

146７０３451

20 40

非開口部

10

1300

80
0

23
0

23
0

32
0

55 55５７０（吹出開口部）50

10

５７０（吸込開口部）

化粧板

化粧枠

ドライバー等で押す

47.5 705 47.5

開
　
閉
　
方
　
向

注　記
1.化粧板の開閉方向には他設備等を配置しないように考慮願い
ます。

２.化粧板には落下防止ワイヤーロープが付属しています。
3.本図面に示す化粧板の天井開口寸法は､1270×770です。
4.本部品の標準塗装色は、日本塗料工業会「J25-90C(2017
年度版)」です。標準色以外の塗装に関しては､日本塗料工業
会の色標番号またはサンプルで御指定ください。
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ATP32FA
天吊ウォールスルーユニット カセット/ダクトタイプ

●インバータ化により効率アップ
DCインバータコンプレッサとＤＣファンモータ採用により、高効率化、
および静音化を実現しました。

●換気機能付きで室内空気をさわやかに保ちます。
空調運転と同時に換気も行ないます。
更に外気の温度条件により、自動的に外気冷房運転を行ないますので、
省エネが図れます。

●省スペース、安全性
天吊タイプのため床スペースが有効に利用できます。
ドレンセンサの働きで、万一の漏水トラブルを未然に防ぎます。

カセットタイプ、ダクトタイプ併設

注　記
1.室外側ダクトは15ｍ３/min時68.6Pa以内の損失抵抗を厳守ください。
２.室外ダクト（断熱処理が必要です）、吸込・吹出口，本体吊りボルト（インサートボルトＭ１０×4
本）、ナット（M10×8個）及び600角点検口は客先にてご用意ください。

3.ドレン管、電源線・計装線、ダクト接続等の施工は客先作業になります。
４.各フランジの本体側５００ｍｍ以内はメンテナンスを容易にするため、フレキシブルダクト
で接続してください。

5.アースは必ず接続してください。
6.ドレン配管は断熱処理が必要です。
7.ドレンホースはドレン配管に接続の際、トラップにならないよう順勾配に施工してください。
8.ドレン排水管の勾配は１／１００以上で施工してください。

外形寸法図　ATP32FA

カセットタイプ ［ドレンポンプキット付］

■フェザー型吹出吸込口（別送品）

OA

EA

40
40

25

７０３（インサート寸法）

天井開口芯

198 505

７８
０（
イ
ン
サ
－ト
寸
法
）

25
8

（109）

オプションパネル取付位置

50
50

34
0

34
0

111406

79

（
34

8）

17
0

600角点検口（客先手配）

ドレンポンプキット
（オプション、別送品）

吊りボルト4本，ナット8ヶ
（客先手配）

吹出吸込口（別送品）

２０
以
下

８００（吹出吸込口寸法）

ドレン配管（客先手配）

ドレンホース、長さ：機外Ｌ＝450

ドレン接続アダプタ R1（PT25Aおねじ）
（ドレンポンプキット付属品）

ワイヤーホースバンド（∅22）
（ドレンポンプキット付属品）

移動可能 20  20移動可能 20  20

A部

７７０（天井開口寸法）
６８０（本体寸法） 4545

ＯＤ∅25０フランジ×2
（オプション、別送品）

20
0

移動可能 20  20 移動可能 20  20

１８
４±
３

42
43

0
（
本
体
寸
法
）

コントロールパネル

電源接続部
（モータブレーカ又は押釦開閉器）
（過電流保護付）

遠方制御等接続用端子台

フィルタ
（比色法65％）

給排気ダンパーレバー
（開、半開、閉選択可能）

16
±

3

１３００（吹出吸込口寸法）
１２７０（天井開口寸法）
１２２０（本体寸法） 1931

50

Ａ部詳細図

ナット２ヶ（客先手配）

平座金（付属品）

防振ゴム（付属品）

吊り金具Ｂ（付属品）

吊り金具Ａ

開口部形状

230

P
=
20

10
10

化粧板開閉用穴（２箇所）

2

30

19
0

10

42

146７０３451

20 40

非開口部

10

1300

80
0

23
0

23
0

32
0

55 55５７０（吹出開口部）50

10

５７０（吸込開口部）

化粧板

化粧枠

ドライバー等で押す

47.5 705 47.5

開
　
閉
　
方
　
向

注　記
1.化粧板の開閉方向には他設備等を配置しないように考慮願い
ます。

２.化粧板には落下防止ワイヤーロープが付属しています。
3.本図面に示す化粧板の天井開口寸法は､1270×770です。
4.本部品の標準塗装色は、日本塗料工業会「J25-90C(2017
年度版)」です。標準色以外の塗装に関しては､日本塗料工業
会の色標番号またはサンプルで御指定ください。
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エアーフロー図

仕　様　ATP32FA

注　記
1.室外側ダクトは15ｍ３/min時68.6Pa以内の損失抵抗を厳守ください。
　室内側ダクトは11m３/min時117.6Pa以内の損失抵抗を厳守ください。（フィルタの圧
損は含みません、フィルタ初期圧損16Ｐaを考慮ください）

２.室内外ダクト（断熱処理が必要です）、吸込・吹出口，本体吊りボルト（インサートボルトＭ１０×
4本）、ナット（M10×8個）及び600角点検口は客先にてご用意ください。

3.ドレン管、電源線・計装線、ダクト接続等の施工は客先作業になります。

４.各フランジの本体側５００ｍｍ以内はメンテナンスを容易にするため、フレキシブルダクト
で接続してください。

5.アースは必ず接続してください。
6.ドレン配管は断熱処理が必要です。
7.ドレンホースはドレン配管に接続の際、トラップにならないよう順勾配に施工してください。
8.ドレン排水管の勾配は１／１００以上で施工してください。

ダクトタイプ ［ドレンポンプキット付］

外形寸法図　ATP32FA

■冷暖房時 ■外気冷房時

43
0

（
本
体
寸
法
）

コントロールパネル

給排気ダンパーレバー
（開、半開、閉選択可能）

１２２０（本体寸法） 5060

遠方制御等接続用端子台
電源接続部
（モータブレーカ又は押釦開閉器）
（過電流保護付）

フィルタ（比色法65％）

吊りボルト4本，ナット8ヶ
（客先手配）

ドレンホース、長さ：機外Ｌ＝450

２０
以
下

ドレン接続アダプタ R1（PT25Aおねじ）
（ドレンポンプキット付属品）

ドレン配管（客先手配）

ワイヤホースバンド（∅22）
（ドレンポンプキット付属品）

22
0

A部

６８０（本体寸法）

ＯＤ∅25０フランジ×4
（オプション、別送品）

20
0

OA

EA

ＳA
ＲA

７０３（インサート寸法）

オプションパネル取付位置

17
5

７７
６（
イ
ン
サ
ート
寸
法
）

20
20

111406

34
0

34
0

48
48

79
11

5

４８
０（
フ
ィ
ル
タ
脱
着
ス
ペ
－
ス
）

64176

17
0

ドレンポンプキット
（オプション、別送品）

25
8

（
34

8）

（725）

60

600角点検口（客先手配）
（600）

平座金（付属品）

ナット２ヶ（客先手配）

防振ゴム（付属品）

吊り金具Ａ

Ａ部詳細図

注　記
1.室内側給気（ROA）量には、室外側給気（OA）に室内側排気（REA）が混ざっています。
2.外気冷房時風量は、室外側給気（OA）の一部（FA）と室内側吸込（RA）の一部（SA）とを合算したものです。
3.各々の風量は、ユニットと接続する風道の損失抵抗及び室内側と室外側の差圧により変動します。

ＳＡ

ＲＡ

ＥＡ

ＯＡ

EX 1

EX 0

F0

FAN 1

FAN 0

ＳＤ　０
ＳＤ　１ ＦＡ

ＭＤ　１ ＭＤ　０

室 内

室 外

ＳＤ0 ：給気用スライド手動ダンパ
ＳＤ1 ：排気用スライド手動ダンパ

MD0
MD1 ：外気冷房排気用モータダンパ

：外気冷房給気用モータダンパ

REA

FAN1
FAN0

：室内側排気
ROA ：室内側給気

：室外送風機
：室内送風機

EX0
EX1

：室外熱交換器
：室内熱交換器

F0 ：フィルタ（比色法６５％）

SA
RA
OA
EA

：室内側吹出
：室内側吸込
：室外側給気
：室外側排気

FA ：新鮮外気

室 内

室 外

ＳＡ

ＲＡ

ＥＡ

ＯＡ

EX 1

EX 0

ＳＤ　０

F0

FAN 1

FAN 0

ＳＤ　１
ＭＤ　０ＭＤ　１

ROＡ
REＡ
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仕　様　ATP32FA

★冷暖房能力、電気特性及び通年エネルギー消費効率（APF2015）表示は、JIS B 8616:2015及びJRA 4002:2013Rに規定した値です。
）1※（。すで値の時転運急量風側内室、℃42球湿、℃53球乾気空込吸側外室、℃91球湿、℃72球乾気空込吸側内室、は性特気電び及力能房冷 .1

）1※（。すで値の時転運急量風側内室、℃6球湿、℃7球乾気空込吸側外室、℃02球乾気空込吸側内室、は性特気電び及力能房暖
）1※（。すで値の時転運急量風側内室、℃1球湿、℃2球乾気空込吸側外室、℃02球乾気空込吸側内室、は性特気電び及力能温低房暖大最

本体給排気レバー操作により給排気を行う場合は、上記能力に取入外気量相当負荷分を考慮ください。
）1※（）すで閉全はーバレ気排給、時荷出（。すまし化変りよに態状転運び及抗抵失損トクダの外内室、は量気排給、おな

）2※（。すで率力合総は値の率力 .2
）3※（。すでaP61は損圧期初タルィフ。すまい願慮考を分損圧タルィフは計設トクダ。んせまみ含は損圧のタルィフはに中の圧静外機型き引トクダ .3

）4※（。すで値たし定規にR3102:2004 ARJび及5102:6168 B SIJ、は）ルベレーワパ響音（音転運 .4
音圧レベル（SPL）は表1の値となります。表1に示す値は、ユニット直下1.5mの無響室データです。運転条件は弊社標準条件、定格及び最大出力、風量急運転時です。

5. 本製品には漏電遮断器（高調波対応品）を必ず設置ください。
6. 製品質量には、工事用付属品（別送品）は含まれていません。
7. 本仕様書は標準仕様での内容を記載しています。
8. 仕様は改良により変更することがあります。 

注　記

　 項 目       　 単 位 ）プイタトッセカ（ AF23PTA ）プイタトクダ（ AF23PTA

性　　　能
※1

冷 房 能 力 kW 3.2（1.3 ～ 3.9） 3.2（1.3 ～ 3.9） ）0.4～5.1（ 2.3 ）0.4～5.1（ 2.3
中 間 冷 房 能 力 kW 1.6 1.6 1.6 1.6
暖 房 能 力 kW 4.0（1.3 ～ 4.3） 4.0（1.3 ～ 4.3） ）5.4～4.1（ 0.4 ）5.4～4.1（ 0.4
中 間 暖 房 能 力 kW 2.0 2.0 2.0 2.0
最 大 暖 房 低 温 能 力 kW 3.0 3.0 3.2 3.2
定 格 冷 房 運 転 時 の 顕 熱 比 0.85 0.85 0.85 0.85

エネルギー
消 費 効 率

定 格 冷 房 2.44 2.44 2.44 2.44

中 間 冷 房 2.39 2.39 2.62 2.62
定 格 暖 房 2.76 2.76 3.10 3.10
中 間 暖 房 3.03 3.03 3.33 3.33

通年エネルギー消費効率(APF2015) 2.5 2.5 2.6 2.6
電　　　  源 V/Hz 三相200V　50/60Hz 単相200V　50/60Hz 三相200V　50/60Hz 単相200V　50/60Hz

電 気 特 性
※1

冷 房

定 格 消 費 電 力 kW 1.31（0.560 ～1.98） 1.31（0.560 ～1.98） 1.31（0.580 ～1.98） 1.31（0.580 ～1.98）
定 格 運 転 電 流 A 4.0（2.0 ～ 5.9） 8.1（3.7～12.1） 4.0（2.1～ 5.9） 8.1（3.8 ～12.1）
定格運転力率※2 % 95 81 95 81
中 間 消 費 電 力 kW 0.670 0.670 0.61 0.61

暖 房

定 格 消 費 電 力 kW 1.45（0.500 ～1.62） 1.45（0.500 ～1.62） 1.29（0.530 ～1.58） 1.29（0.530 ～1.58）
定 格 運 転 電 流 A 4.5（1.8 ～ 4.9） 9.0（3.3 ～10.1） 4.1（2.1～ 4.8） 7.9（3.5 ～ 9.6）
定格運転力率※2 % 93 81 92 82
中 間 消 費 電 力 kW 0.660 0.660 0.60 0.60
最大低温消費電力 kW 1.26 1.26 1.35 1.35

最 大 運 転 電 流 A 7.2 12.6 7.2 12.6

コンプレッサ
式型 全密閉ロータリ型 全密閉ロータリ型

定 格 出 力 × 台 数 kW 0.9×1 0.9×1

室内送風装置
※3

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×1 シロッコファン×1
風 量（ 取 入 可 能 外 気 量 ） m3/min 急:11（1.6）, 強:9, 弱:7 急:11（1.6）, 強:9, 弱:7
外 気 冷 房 時 風 量 m3/min 11 11
機 外 静 圧 Pa 0 117.6
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.20 0.20

室外送風装置

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×1 シロッコファン×1
量風 m3/min 15 15

機 外 静 圧 Pa 68.6 68.6
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.20 0.20

熱 交 換 器
内室 プレートフィン型 プレートフィン型
外室 プレートフィン型 プレートフィン型

冷 　 媒  （ G W P 値 ）　・　 封 　 入 　 量 kg R410A（2090） ・ 0.94 R410A（2090） ・ 0.94

保 護 装 置

コ ン プ レ ッ サ サーモスタット, カレントトランス サーモスタット, カレントトランス
フ ァ ン モ ー タ 室内/室外 : DC過電流, オーバーヒート 室内/室外 : DC過電流, オーバーヒート
制 御 回 路 ヒューズ ヒューズ
そ の 他 ドレンセンサ ドレンセンサ

配管接続部 ド レ ン 出 口 R1（PT25Aおねじ） R1（PT25Aおねじ）

電 源 接 続 部 押釦開閉器
（過電流保護付　定格電流8A）

モータブレーカ
（定格電流15A）

押釦開閉器
（過電流保護付　定格電流8A）

モータブレーカ
（定格電流15A）

運 転 音
※4

房冷 dB（PWL） 54 吸込:64, 吹出:62, ケーシング放射:57
房暖 dB（PWL） 55 吸込:64, 吹出:63, ケーシング放射:58

外 形 寸 法 高 さ ・ 幅 ・ 奥 行 mm 430<614 + 42> ・ 680<800> ・ 1220 <1300> 430 ・ 680 ・ 1220
製 品 質 量 kg 98<130> 94

本 体 付 属 品 ドレンホース， エア抜きタッピング，
押釦開閉器，フィルタ（比色法65％）

ドレンホース， エア抜きタッピング，
ブレーカ， フィルタ（比色法65％）

ドレンホース， エア抜きタッピング，
押釦開閉器， フィルタ（比色法65％）

ドレンホース， エア抜きタッピング，
ブレーカ，フィルタ（比色法65％）

工　事　用　付　属　品　（　別　送　品　） 吹出吸込口， 丸フランジ（オプション）， ドレンポンプ（オプション） 丸フランジ（オプション）， ドレンポンプ（オプション）

運 転 状 態 dB（A） NC

ATP32FA
）様仕トッセカ（ 
冷房（定格 /最大） 40.0/40.5 35.0/35.0

暖房（定格 /最大） 41.0/41.5 35.5/36.0

ATP32FA
）様仕トクダ（ 

冷房（定格 /最大） 39.0/40.0 32.0/33.0

暖房（定格 /最大） 39.0/39.5 31.5/32.5

表 1. 音圧レベル（SPL）
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APP22EA/36EA

以下の資料は、《データ編》をご参照ください。

耐風圧性能
水 密 性 能
気 密 性 能

4.9kPa
1.7kPa
5m3/H・台 室内外差圧△ P＝98Pa

仕　様 備　　考

●インバータ化により効率アップ
DCインバータコンプレッサとＤＣファンモータ採用により、高効率を実現
しました。

●換気機能付きで室内空気をさわやかに保ちます。
空調運転と同時に換気も行ないます。
更に外気の温度条件により、自動的に外気冷房運転を行ないますので、
省エネが図れます。

●建築意匠の自由度
スリットタイプの外壁部の給排気口は、シンメトリーのスリット開口で
すので建築意匠的に美観を損ないません。据付にあたっては、ユニット
の左右勝手仕様、室外側給排気口寸法変更、特殊架台によるユニット
の高さ調整等で対応できます。

●外壁性能
ユニットの外壁性能は、超高層ビルでもご使用いただけるよう考慮されています。

●オプション対応
各種フィルタ（比色法65％、比色法90％、ロングライフ）
全熱交換器
自然蒸発式加湿器
ヒーター、FDもあります。

床置ウォールスルーユニット　スリットタイプ

《左勝手仕様》

《左勝手仕様》
■全熱交換器ユニット（オプション）

換気吸込

15
60
0

20

ファンモータ

260

電源コネクタ

270

（RA） 電源コネクタ－3P

電気回路図

APP22EAはC-L、APP36EAはC-Hを使用

コンデンサ

（赤）

L（赤）
H（黒）
C（白）

3-3
3-2
3-1

MF

（橙）

エア－フィルタ

給気吹出

給気吸込

換気吹出
（OA）

（SA）

（EA）

OA

RA

SA

EA

エレメント

仕　様

電　　源
電　　流（A）
入　　力（W）
風　　量（㎥/min）

温度交換効率（％）

全熱交換効率（％）

冷 房
暖 房
冷 房
暖 房

0.12 / 0.13
25 / 26
1.6
62
80
50
80

0.15 / 0.17
30.5 / 34
2.5
59
77
46
76

単相200V（50/60Hz）
APP22EA APP36EA

外形寸法図　APP22EA/36EA

注　記（左勝手仕様・右勝手仕様共通）
1.据付けの際、本体脚部アジャストボルト（6本）を調整し、背面フランジとサッシ側開口を合わせてアンカーボルト・ナットM10（客先手配、2セット）と
付属品の角座金にて床面に確実に固定してください。また、本体上面の固定アングルにて背面フランジとサッシ側を固定してください。

2.本体ドレン排水接続、電源線・計装線接続、別送部品組付けは、客先施工となります。
3.ヒータ付ユニットの場合、吹出口用グリル（客先手配）は、100℃以上の耐熱性の物を使用してください。
また、ヒータ付きと自然蒸発式加湿器の併用は出来ません。

4.電源コードの引掛けキャップの型番は、三相200V（WF6420）・単相200V（WF3524）となります。
5.単相200V（WF3524）を設置する際に外れ防止の為、コンセントの向きは必ず電源線が下側になる様にしてください。

ドレン管部詳細

（OD∅25）
ドレンゴムブッシュ

2ヶ所ホースバンド止め

ホースL形

ドレンＬ形管

135

105

40

50
45

（アンカー取付寸法） （アンカー取付寸法）

アンカーボルト・ナットＭ１０
（客先手配：２セット）本体用ドレン配管32A鋼管（客先手配）

１０
以
内

285

30

900

30１５４０（アンカー取付寸法）30

フィルタ（洗浄型）
（５９０×２８８）

920
６４
０

８０
±
１０

７４
０
±
１０

180 400 440 400 180
1600

4-∅10

通信配線（客先手配）

通信端子台

電源コード
（１．８ｍ）

引掛キャップ（注４）
（パナソニック）

25

147.5

2524525

147.5

25 245 25

固定アングル

背面フランジ

アジャストボルト×６

18
5 冷却ファン用フィルタ

引き抜きスペース

フィルタ（比色法６５％、９０％、ロングライフ）
（オプション：別送品） 給気ダクト

室内排気口

35
640

６７
±１
０

フィルタ（洗浄型）
引き抜きスペース

６７
±
１０

25 70

ドレン点検板

（本体発停不要の場合は
 目隠し板が付きます）

（冷暖房時吹出口） （外気冷房時吹出口）

操作部

180°

13540
30７００（室外吸込口開口寸法）140７００（室外吹出口開口寸法）30

20
29
5

30
0

15
90

103 40

25

回転可能範囲 22
5

70

吹出フランジ（オプション：別送品）

外気冷房用フィルタ（洗浄型）
（２１０×８５）

冷却ファン用フィルタ（洗浄型）
（１５５×６５）

897 678

98
14

10163

操作部メンテナンススペース
650フィルタ引き抜きスペース

背面フランジ部断面図

全周シ－ル処理

15
0

50

20

9



APP22EA/36EA

以下の資料は、《データ編》をご参照ください。

耐風圧性能
水 密 性 能
気 密 性 能

4.9kPa
1.7kPa
5m3/H・台 室内外差圧△ P＝98Pa

仕　様 備　　考

●インバータ化により効率アップ
DCインバータコンプレッサとＤＣファンモータ採用により、高効率を実現
しました。

●換気機能付きで室内空気をさわやかに保ちます。
空調運転と同時に換気も行ないます。
更に外気の温度条件により、自動的に外気冷房運転を行ないますので、
省エネが図れます。

●建築意匠の自由度
スリットタイプの外壁部の給排気口は、シンメトリーのスリット開口で
すので建築意匠的に美観を損ないません。据付にあたっては、ユニット
の左右勝手仕様、室外側給排気口寸法変更、特殊架台によるユニット
の高さ調整等で対応できます。

●外壁性能
ユニットの外壁性能は、超高層ビルでもご使用いただけるよう考慮されています。

●オプション対応
各種フィルタ（比色法65％、比色法90％、ロングライフ）
全熱交換器
自然蒸発式加湿器
ヒーター、FDもあります。

床置ウォールスルーユニット　スリットタイプ

《左勝手仕様》

《左勝手仕様》
■全熱交換器ユニット（オプション）

換気吸込

15
60
0

20

ファンモータ

260

電源コネクタ

270

（RA） 電源コネクタ－3P

電気回路図

APP22EAはC-L、APP36EAはC-Hを使用

コンデンサ

（赤）

L（赤）
H（黒）
C（白）

3-3
3-2
3-1

MF

（橙）

エア－フィルタ

給気吹出

給気吸込

換気吹出
（OA）

（SA）

（EA）

OA

RA

SA

EA

エレメント

仕　様

電　　源
電　　流（A）
入　　力（W）
風　　量（㎥/min）

温度交換効率（％）

全熱交換効率（％）

冷 房
暖 房
冷 房
暖 房

0.12 / 0.13
25 / 26
1.6
62
80
50
80

0.15 / 0.17
30.5 / 34
2.5
59
77
46
76

単相200V（50/60Hz）
APP22EA APP36EA

外形寸法図　APP22EA/36EA

注　記（左勝手仕様・右勝手仕様共通）
1.据付けの際、本体脚部アジャストボルト（6本）を調整し、背面フランジとサッシ側開口を合わせてアンカーボルト・ナットM10（客先手配、2セット）と
付属品の角座金にて床面に確実に固定してください。また、本体上面の固定アングルにて背面フランジとサッシ側を固定してください。

2.本体ドレン排水接続、電源線・計装線接続、別送部品組付けは、客先施工となります。
3.ヒータ付ユニットの場合、吹出口用グリル（客先手配）は、100℃以上の耐熱性の物を使用してください。
また、ヒータ付きと自然蒸発式加湿器の併用は出来ません。

4.電源コードの引掛けキャップの型番は、三相200V（WF6420）・単相200V（WF3524）となります。
5.単相200V（WF3524）を設置する際に外れ防止の為、コンセントの向きは必ず電源線が下側になる様にしてください。

ドレン管部詳細

（OD∅25）
ドレンゴムブッシュ

2ヶ所ホースバンド止め

ホースL形

ドレンＬ形管

135

105

40

50
45

（アンカー取付寸法） （アンカー取付寸法）

アンカーボルト・ナットＭ１０
（客先手配：２セット）本体用ドレン配管32A鋼管（客先手配）

１０
以
内

285
30

900

30１５４０（アンカー取付寸法）30

フィルタ（洗浄型）
（５９０×２８８）

920
６４
０

８０
±
１０

７４
０
±
１０

180 400 440 400 180
1600

4-∅10

通信配線（客先手配）

通信端子台

電源コード
（１．８ｍ）

引掛キャップ（注４）
（パナソニック）

25

147.5

2524525

147.5

25 245 25

固定アングル

背面フランジ

アジャストボルト×６

18
5 冷却ファン用フィルタ

引き抜きスペース

フィルタ（比色法６５％、９０％、ロングライフ）
（オプション：別送品） 給気ダクト

室内排気口

35
640

６７
±１
０

フィルタ（洗浄型）
引き抜きスペース

６７
±
１０

25 70

ドレン点検板

（本体発停不要の場合は
 目隠し板が付きます）

（冷暖房時吹出口） （外気冷房時吹出口）

操作部

180°

13540
30７００（室外吸込口開口寸法）140７００（室外吹出口開口寸法）30

20
29
5

30
0

15
90

103 40

25

回転可能範囲 22
5

70

吹出フランジ（オプション：別送品）

外気冷房用フィルタ（洗浄型）
（２１０×８５）

冷却ファン用フィルタ（洗浄型）
（１５５×６５）

897 678

98
14

10163

操作部メンテナンススペース
650フィルタ引き抜きスペース

背面フランジ部断面図

全周シ－ル処理

15
0

50

20

10



《右勝手仕様》

■冷暖房時 ■外気冷房時

SA  
RA  
OA  
EA  
ROA
REA

：室内側吹出
：室内側吸込
：室外側給気
：室外側排気
：室内側給気
：室内側排気

FAN0
FAN1
F0　
F1
F2
F3

：室外送風機
：室内送風機
：フィルタ（比色法65％、90％）
：フィルタ（洗浄型）
：フィルタ（洗浄型）
：フィルタ（洗浄型）

：室外側熱交換器
：室内側熱交換器
：全熱交換器（オプション）
：外気冷房給気用モータダンパ
：外気冷房排気用モータダンパ
：給排気用モータダンパ（連動）

EX0 
EX1
EX2  
MD0 
MD1
MD2

EA

MD1

MD0
MD2

EX1

EX2

EX0

F0 F2
F3

F3

F1
SA FARA

FAN1

FAN0

FAN

室　外
OA

室　内

外形寸法図　APP22EA/36EA

エアーフロー図

EA

MD1

MD0

MD2

EX1

EX2

EX0

F0 F2

F3
F3

F1
SA RA

ROA REA

FAN1

FAN0

FAN

室　外 OA

室　内

FA ：新鮮外気

注　記
1.室内側給気（ROA）量には、室外側給気（OA）に室内側排気（REA）が混ざっています。
2.外気冷房時風量は、室外側給気（OA）の一部（FA）と室内側吸込（RA）の一部（SA）とを合算したものです。
3.各々の風量は、ユニットと接続する風道の損失抵抗及び室内側と室外側の差圧により変動します。

ドレン管部詳細

（OD∅25）

105

135

ドレンＬ形管

ホースL形

2ヶ所ホースバンド止め

ドレンゴムブッシュ

40

50
45

（本体発停不要の場合は
 目隠し板が付きます）

（冷暖房時吹出口）（外気冷房時吹出口）

操作部

180°

135 40
30 ７００（室外吸込口開口寸法） 140 ７００（室外吹出口開口寸法） 30

20
29
5

30
0

15
90

10340

25

回転可能範囲
22
5

70

吹出フランジ（オプション：別送品）

外気冷房用フィルタ（洗浄型）
（２１０×８５）

冷却ファン用フィルタ（洗浄型）
（１５５×６５）

897678
10 163

操作部メンテナンススペース

98
14

650
フィルタ引き抜きスペ－ス

背面フランジ部断面図

15
0

全周シ－ル処理

50

20

（アンカー取付寸法）（アンカー取付寸法）

アンカーボルト・ナットＭ１０
（客先手配：２セット） 本体用ドレン配管32A鋼管（客先手配）

１０
以
内

285

30

900

30 １５４０（アンカー取付寸法） 30

フィルタ（洗浄型）
（５９０×２８８）

9 20
６４
０

８０
±
１０

７４
０
±
１０

180400440400180
1600

4-∅10

通信配線（客先手配）

通信端子台

電源コード
（１．８ｍ）

引掛キャップ（注４）
（パナソニック）

25

147.5

25 245 25

147.5

2524525

固定アングル

背面フランジ

アジャストボルト×６

18
5

冷却ファン用フィルタ
引き抜きスペース

フィルタ（比色法６５％、９０％、ロングライフ）
（オプション：別送品）給気ダクト

室内排気口

35
640

６７
±
１０

フィルタ（洗浄型）
引き抜きスペース

６７
±
１０

2570

ドレン点検板

仕　様　APP22EA/36EA

11



《右勝手仕様》

■冷暖房時 ■外気冷房時

SA  
RA  
OA  
EA  
ROA
REA

：室内側吹出
：室内側吸込
：室外側給気
：室外側排気
：室内側給気
：室内側排気

FAN0
FAN1
F0　
F1
F2
F3

：室外送風機
：室内送風機
：フィルタ（比色法65％、90％）
：フィルタ（洗浄型）
：フィルタ（洗浄型）
：フィルタ（洗浄型）

：室外側熱交換器
：室内側熱交換器
：全熱交換器（オプション）
：外気冷房給気用モータダンパ
：外気冷房排気用モータダンパ
：給排気用モータダンパ（連動）

EX0 
EX1
EX2  
MD0 
MD1
MD2

EA

MD1

MD0
MD2

EX1

EX2

EX0

F0 F2
F3

F3

F1
SA FARA

FAN1

FAN0

FAN

室　外
OA

室　内

外形寸法図　APP22EA/36EA

エアーフロー図

EA

MD1

MD0

MD2

EX1

EX2

EX0

F0 F2

F3
F3

F1
SA RA

ROA REA

FAN1

FAN0

FAN

室　外 OA

室　内

FA ：新鮮外気

注　記
1.室内側給気（ROA）量には、室外側給気（OA）に室内側排気（REA）が混ざっています。
2.外気冷房時風量は、室外側給気（OA）の一部（FA）と室内側吸込（RA）の一部（SA）とを合算したものです。
3.各々の風量は、ユニットと接続する風道の損失抵抗及び室内側と室外側の差圧により変動します。

ドレン管部詳細

（OD∅25）

105

135

ドレンＬ形管

ホースL形

2ヶ所ホースバンド止め

ドレンゴムブッシュ

40

50
45

（本体発停不要の場合は
 目隠し板が付きます）

（冷暖房時吹出口）（外気冷房時吹出口）

操作部

180°

135 40
30 ７００（室外吸込口開口寸法） 140 ７００（室外吹出口開口寸法） 30

20
29
5

30
0

15
90

10340

25

回転可能範囲

22
5

70

吹出フランジ（オプション：別送品）

外気冷房用フィルタ（洗浄型）
（２１０×８５）

冷却ファン用フィルタ（洗浄型）
（１５５×６５）

897678
10 163

操作部メンテナンススペース

98
14

650
フィルタ引き抜きスペ－ス

背面フランジ部断面図

15
0

全周シ－ル処理

50

20

（アンカー取付寸法）（アンカー取付寸法）

アンカーボルト・ナットＭ１０
（客先手配：２セット） 本体用ドレン配管32A鋼管（客先手配）

１０
以
内

285

30

900

30 １５４０（アンカー取付寸法） 30

フィルタ（洗浄型）
（５９０×２８８）

9 20
６４
０

８０
±
１０

７４
０
±
１０

180400440400180
1600

4-∅10

通信配線（客先手配）

通信端子台

電源コード
（１．８ｍ）

引掛キャップ（注４）
（パナソニック）

25

147.5

25 245 25

147.5

2524525

固定アングル

背面フランジ

アジャストボルト×６

18
5

冷却ファン用フィルタ
引き抜きスペース

フィルタ（比色法６５％、９０％、ロングライフ）
（オプション：別送品）給気ダクト

室内排気口

35
640

６７
±
１０

フィルタ（洗浄型）
引き抜きスペース

６７
±
１０

2570

ドレン点検板

仕　様　APP22EA/36EA

　 項 目 　      単 位 APP22EA APP36EA

性 　 　 　 能
※1

冷 房 能 力 kW 2.2（1.1 〜 2.5） 2.2（1.1 〜 2.5） 3.6（1.8 〜 4.0） 3.6（1.8 〜 4.0）
中 間 冷 房 能 力 kW 1.1 1.1 1.8 1.8
暖 房 能 力 kW 2.5（0.8 〜 2.8） 2.5（0.8 〜 2.8） 4.0（1.4 〜 4.3） 4.0（1.4 〜 4.3）
中 間 暖 房 能 力 kW 1.3 1.3 2.0 2.0
最 大 暖 房 低 温 能 力 kW 2.0 2.0 3.0 3.0
定 格 冷 房 運 転 時 の 顕 熱 比 0.86 0.86 0.79 0.79

エ ネ ル ギ ー
消 費 効 率

定 格 冷 房 3.19 3.19 2.71 2.71
中 間 冷 房 3.90 3.90 3.75 3.75
定 格 暖 房 3.62 3.62 3.54 3.54
中 間 暖 房 4.48 4.48 4.65 4.65
最 小 暖 房 3.81 3.81 3.78 3.78

通年エネルギー消費効率(APF2015) 3.9 3.9 3.7 3.7
電　　　  源 V/Hz 三相200V　50/60Hz 単相200V　50/60Hz 三相200V　50/60Hz 単相200V　50/60Hz

電 気 特 性
※1

冷 房

定 格 消 費 電 力 kW 0.69（最大0.85） 0.69（最大0.85） 1.33（最大1.77） 1.33（最大1.77）
定 格 運 転 電 流 A 2.4（最大2.9） 4.4（最大5.3） 4.2（最大5.6） 8.3（最大11.1）
定格運転力率※2 % 83 78 91 80
中 間 消 費 電 力 kW 0.282 0.282 0.480 0.480

暖 房

定 格 消 費 電 力 kW 0.69（最大0.84） 0.69（最大0.84） 1.13（最大1.32） 1.13（最大1.32）
定 格 運 転 電 流 A 2.4（最大2.8） 4.4（最大5.3） 3.6（最大4.3） 7.1（最大8.3）
定格運転力率※2 % 83 78 91 80
中 間 消 費 電 力 kW 0.290 0.290 0.430 0.430
最 小 消 費 電 力 kW 0.210 0.210 0.370 0.370
最大低温消費電力 kW 0.72 0.72 1.15 1.15

最 大 運 転 電 流 A 3.60 5.76 5.76 12.06

コンプレッサ
型 式 全密閉ロータリ型 全密閉ロータリ型
定 格 出 力 × 台 数 kW 0.75×1 1.1×1

室内送風装置
※3

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×2 シロッコファン×2
風 量（ 取 入 可 能 外 気 量 ） m3/min 急：8（1.6）, 強：7, 弱：6 急：11（2.5）, 強：9.5, 弱：8
機 外 静 圧 Pa 0 0
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.02 0.03

室外送風装置

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×1 シロッコファン×1
風 量 m3/min 14 16
機 外 静 圧 Pa 68.6 68.6
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.11 0.11

熱 交 換 器
室 内 プレートフィン型 プレートフィン型
室 外 プレートフィン型 プレートフィン型

冷 　 媒  （ G W P 値 ）　・　 封 　 入 　 量 kg R410A（2090） ・ 0.80 R410A（2090） ・ 1.05

保 護 装 置

コ ン プ レ ッ サ サーモスタット、 電流センサ サーモスタット、 電流センサ
フ ァ ン モ ー タ 室内/室外：DC過電流、 オーバーヒート 室内/室外：DC過電流、 オーバーヒート
制 御 回 路 ヒューズ ヒューズ
そ 　 　 の 　 　 他 ドレンセンサ（室内/室外） ドレンセンサ（室内/室外）

配 管 接 続 部 ド レ ン 出 口 外径φ37ドレンゴムブッシュ 外径φ37ドレンゴムブッシュ
電 源 接 続 部 電源コード（引掛キャップ付） 電源コード（引掛キャップ付）

運 転 音
※4

冷 房 dB（PWL） 54 57
暖 房 dB（PWL） 55 59

外 形 寸 法 高 さ ・ 幅 ・ 奥 行 mm 720 ・ 1635 ・ 295 720 ・ 1635 ・ 295
製 品 質 量 kg 102 105

本 体 付 属 品 ホースL型、 ドレンL型管、 ドレンゴムブッシュ、
フィルタ（洗浄型）、 電源コード（引掛キャップ付）

ホースL型、 ドレンL型管、 ドレンゴムブッシュ、
フィルタ（洗浄型）、 電源コード（引掛キャップ付）

工　事　用　付　属　品　（　別　送　品　） 吹出フランジ 吹出フランジ

★ 冷暖房能力、電気特性及び通年エネルギー消費効率（APF2015）表示は、JIS B 8616:2015及びJRA 4002:2013Rに規定した値です。
1. 冷房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球27℃、湿球19℃、室外側吸込空気乾球35℃、湿球24℃、室内側風量急運転時の値です。（※1）

暖房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球20℃、室外側吸込空気乾球7℃、湿球6℃、室内側風量急運転時の値です。（※1）
最大暖房低温能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球20℃、室外側吸込空気乾球2℃、湿球1℃、室内側風量急運転時の値です。（※1）
上記能力には外気負荷分は含んでいませんので、取入外気量相当負荷分を考慮ください。（※1）

2. 力率の値は総合力率です。（※2）
3. 取入可能外気量は、室外側吸込吹出口形状及び運転状態により変化します。（※3）
4. 運転音（音響パワーレベル）は、JIS B 8616:2015及びJRA 4002:2013Rに規定した値です。（※4）　音圧レベル（SPL）は表1の値となります。

表1に示す値は、ユニット前1.0mの無響室データです。運転条件は弊社標準条件（ペリカウンタ付き）、定格及び最大出力、風量急運転時です。
5. 本製品には漏電遮断器（高調波対応品）を必ず設置ください。
6. 製品質量には、工事用付属品（別送品）は含まれていません。
7. 本仕様書は標準仕様での内容を記載しています。
8. 本仕様はフィルタ（洗浄型）での値です。
9. 仕様は改良により変更することがあります。

注　記

運 転 状 態 dB（A） NC

APP22EA
冷房（定格 / 最大） 39.0/40.5 34.0/35.5

暖房（定格 / 最大） 40.0/41.5 35.0/37.5

APP36EA
冷房（定格 / 最大） 43.5/44.0 37.5/38.0

暖房（定格 / 最大） 45.0/45.5 38.5/38.5

表 1. 音圧レベル（SPL）
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AGP16AA（単相200V仕様）
AGP16BA（三相200V仕様）

床置ウォールスルーユニット　超薄型スリットタイプ

耐風圧性能
水 密 性 能
気 密 性 能

4.9kPa
1.7kPa
5m3/H・台 室内外差圧△ P＝98Pa

仕　様 備　　考

●インバータ化により効率アップ
DCインバータコンプレッサ採用により、高効率を実現しました。

●超薄型ユニット
奥行寸法195mmを実現。ぺリカウンタの厚みが気にならず、オフィスス
ペースの有効活用ができます。

●ペリメータ負荷処理専用
ぺリメータのスキンロード処理をきめ細かく行います。

●建築意匠の自由度
外壁部の給排気口は、シンメトリーのスリット開口ですので建築意匠的
に美観を損ないません。据付にあたっては、ユニットの左右勝手仕様、
室外側給排気口寸法変更、特殊架台によるユニットの高さ調整等で対応
できます。

●外壁性能
ユニットの外壁性能は、超高層ビルでもご使用いただけるよう考慮されて
います。

《左勝手仕様》

外形寸法図　AGP16AA

180 回゚転可能範囲

操作部

フィルタ引抜きスペース
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AGP16AA（単相200V仕様）
AGP16BA（三相200V仕様）

床置ウォールスルーユニット　超薄型スリットタイプ

耐風圧性能
水 密 性 能
気 密 性 能

4.9kPa
1.7kPa
5m3/H・台 室内外差圧△ P＝98Pa

仕　様 備　　考

●インバータ化により効率アップ
DCインバータコンプレッサ採用により、高効率を実現しました。

●超薄型ユニット
奥行寸法195mmを実現。ぺリカウンタの厚みが気にならず、オフィスス
ペースの有効活用ができます。

●ペリメータ負荷処理専用
ぺリメータのスキンロード処理をきめ細かく行います。

●建築意匠の自由度
外壁部の給排気口は、シンメトリーのスリット開口ですので建築意匠的
に美観を損ないません。据付にあたっては、ユニットの左右勝手仕様、
室外側給排気口寸法変更、特殊架台によるユニットの高さ調整等で対応
できます。

●外壁性能
ユニットの外壁性能は、超高層ビルでもご使用いただけるよう考慮されて
います。

《左勝手仕様》
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外形寸法図　AGP16AA 仕　様　AGP16AA

EA

SARA

F0 EX1 EX0

OA

FAN0 コンプレッサ インバータ用電装部品FAN1

SA
RA
EX1

：室内側吹出
：室内側吸込
：室内側熱交換器

：フィルタ（洗浄型）
：室外側給気
：室外側排気

F0
OA
EA

：室外側熱交換器
：室外送風機
：室内送風機

EX0
FAN0
FAN1

※ぺリメータ専用機のため外気の取入、排出機能はなく室内循環のみです。

《右勝手仕様》

エアーフロー図

■冷暖房時

注　記（左勝手仕様・右勝手仕様共通）
1.据付けの際、本体脚部アジャストボルト（6本）を調整し、背面フランジとサッシ側開口を合わせてアンカーボルト・ナットM10
（客先手配、2セット）と付属品の角座金にて床面に確実に固定してください。
また、本体上面の固定アングルにて背面フランジとサッシ側を固定してください。

2.本体ドレン排水接続、電源線・計装線接続、別送部品組付けは、客先施工となります。別途、施工要領図を参照してください。
3.室温サーミスタは移動可能です。サーミスタが室温を感知できる箇所に設置してください。
4.電源コードの引掛けキャップの型番は、三相2００Ｖ（ＷＦ642０）・単相2００Ｖ（ＷＦ3524）となります。
5：単相2００Ｖ（ＷＦ3524）を設置する際に外れ防止の為、コンセントの向きは必ず電源線が下側になる様にしてください。
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仕　様　AGP16AA

★冷暖房能力、電気特性及び通年エネルギー消費効率（APF2015）表示は、ＪＩＳ Ｂ ８６１６：２０１５及びＪＲＡ ４００２：２０１３Ｒに規定した値です。
１． 冷房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球２７℃、湿球１９℃、室外側吸込空気乾球３５℃、湿球２４℃、室内側風量急運転時の値です。（※１）　　　　　　　
暖房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球２０℃、室外側吸込空気乾球７℃、湿球６℃、室内側風量急運転時の値です。（※１）　　　　　　　　　　　　　　　
中間冷房中温能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球２７℃、湿球１９℃、室外側吸込空気乾球２９℃、湿球１９℃、室内側風量急運転時の値です。（※１）　　　

）１※（。すで値の時転運急量風側内室、℃１球湿、℃２球乾気空込吸側外室、℃０２球乾気空込吸側内室、は性特気電び及力能温低房暖大最
）２※（。すで率力合総は値の率力．２

）３※（。すでみの環循内室くなは能機出排、れ入り取の気外めたの機用専ターメリペ．３
４． 運転音（音響パワーレベル）は、ＪＩＳ Ｂ ８６１６：２０１５及びＪＲＡ ４００２：２０１３Ｒに規定した値です。（※４）　音圧レベル（ＳＰＬ）は表１の値となり
ます。表１に示す値は、ユニット前１．０ｍの無響室データです。運転条件は弊社標準条件(ペリカウンタ付)、定格及び最大出力、風量急運転時です。

５．本製品には漏電遮断器（高調波対応品）を必ず設置ください。
６．製品質量には、工事用付属品（別送品）は含まれていません。
７．本仕様書は標準仕様での内容を記載しています。
８．本仕様はフィルタ（洗浄型）での値です。
９．仕様は改良により変更することがあります。

注　記

運 転 状 態 dB（A） NC

冷房（定格 /最大） 39.0/39.0 32.5/33.0

暖房（定格 /最大） 40.0/40.5 33.0/34.0

表 1. 音圧レベル（SPL）

　 項 目       　 単 位 AGP16AA

性　　　能
※1

冷 房 能 力 kW 1.6（0.8 ～1.8）
中 間 冷 房 能 力 kW 0.8
暖 房 能 力 kW 1.6（0.6 ～1.8）
中 間 暖 房 能 力 kW 0.8
最 大 暖 房 低 温 能 力 kW 1.2
定 格 冷 房 運 転 時 の 顕 熱 比 0.80

エネルギー
消 費 効 率

定 格 冷 房 3.02
中 間 冷 房 3.33
定 格 暖 房 3.56
中 間 暖 房 3.48

通年エネルギー消費効率(APF2015) 3.3
電　　　  源 V/Hz 単相　200V　50/60Hz

電 気 特 性
※1

冷 房

定 格 消 費 電 力 kW 0.53（最大0.64）
定 格 運 転 電 流 A 3.5（最大4.1）
定格運転力率※2 % 76
中 間 消 費 電 力 kW 0.24

暖 房

定 格 消 費 電 力 kW 0.45（最大0.52）
定 格 運 転 電 流 A 3.0（最大3.4）
定格運転力率※2 % 75
中 間 消 費 電 力 kW 0.23
最大低温消費電力 kW 0.45

最 大 運 転 電 流 A 5.86

コンプレッサ
式型 全密閉ロータリ型

定 格 出 力 × 台 数 kW 0.75×1

室内送風装置
※3

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×1
量風 m3/min 急：5.5, 強：5, 弱：4.5

機 外 静 圧 Pa 0
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.03

室外送風装置

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×1
量風 m3/min 8

機 外 静 圧 Pa 39.2
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.05

熱 交 換 器
内室 プレートフィン型
外室 プレートフィン型

冷 　 媒  （ G W P 値 ）　・　 封 　 入 　 量 kg R410A（2090） ・ 0.63

保 護 装 置

コ ン プ レ ッ サ サーモスタット、 カレントトランス
フ ァ ン モ ー タ 室内/室外：DC過電流、 オーバーヒート
制 御 回 路 ヒューズ
そ の 他 ドレンセンサ（室内/室外）

配管接続部 ド レ ン 出 口 外径φ37ドレンゴムブッシュ
電 源 接 続 部 電源コード（引掛キャップ付）

運 転 音
※4

房冷 dB（PWL） 52
房暖 dB（PWL） 54

外 形 寸 法 高 さ ・ 幅 ・ 奥 行 mm 605 ・ 1560 ・ 195
製 品 質 量 kg 80
本 体 付 属 品 ホースL型、 ドレンL型管、 ドレンゴムブッシュ、 フィルタ（洗浄型）、 電源コード（引掛キャップ付）
工　事　用　付　属　品　（　別　送　品　） 吹出フランジ
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外形寸法図　AGP16BA

《右勝手仕様》

《右勝手仕様》

注　記（左勝手仕様・右勝手仕様共通）
1.据付けの際、本体脚部アジャストボルト（6本）を調整し、背面フランジとサッシ側開口を合わせてアンカーボルト・ナットM10（客先手
配、2セット）と付属品の角座金にて床面に確実に固定してください。
また、本体上面の固定アングルにて背面フランジとサッシ側を固定してください。

2.本体ドレン排水接続、電源線・計装線接続、別送部品組付けは、客先施工となります。別途、施工要領図を参照してください。
3.室温サーミスタは移動可能です。サーミスタが室温を感知できる箇所に設置してください。
4.電源コードの引掛けキャップの型番は、三相2００Ｖ（ＷＦ642０）・単相2００Ｖ（ＷＦ3524）となります。
5：単相2００Ｖ（ＷＦ3524）を設置する際に外れ防止の為、コンセントの向きは必ず電源線が下側になる様にしてください。
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外形寸法図　AGP16BA

《右勝手仕様》

《右勝手仕様》

注　記（左勝手仕様・右勝手仕様共通）
1.据付けの際、本体脚部アジャストボルト（6本）を調整し、背面フランジとサッシ側開口を合わせてアンカーボルト・ナットM10（客先手
配、2セット）と付属品の角座金にて床面に確実に固定してください。
また、本体上面の固定アングルにて背面フランジとサッシ側を固定してください。

2.本体ドレン排水接続、電源線・計装線接続、別送部品組付けは、客先施工となります。別途、施工要領図を参照してください。
3.室温サーミスタは移動可能です。サーミスタが室温を感知できる箇所に設置してください。
4.電源コードの引掛けキャップの型番は、三相2００Ｖ（ＷＦ642０）・単相2００Ｖ（ＷＦ3524）となります。
5：単相2００Ｖ（ＷＦ3524）を設置する際に外れ防止の為、コンセントの向きは必ず電源線が下側になる様にしてください。

仕　様　AGP16BA
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★  冷暖房能力、電気特性及び通年エネルギー消費効率（APF2015）表示は、ＪＩＳ Ｂ ８６１６：２０１５及びＪＲＡ ４００２：２０１３Ｒに規定した値です。
１． 冷房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球２７℃、湿球１９℃、室外側吸込空気乾球３５℃、湿球２４℃、室内側風量急運転時の値です。（※１）　　　　　　　　

暖房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球２０℃、室外側吸込空気乾球７℃、湿球６℃、室内側風量急運転時の値です。（※１）　　　　　　　　　　　　　　　　
中間冷房中温能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球２７℃、湿球１９℃、室外側吸込空気乾球２９℃、湿球１９℃、室内側風量急運転時の値です。（※１）　　　　
最大暖房低温能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球２０℃、室外側吸込空気乾球２℃、湿球１℃、室内側風量急運転時の値です。（※１）

２．力率の値は総合力率です。（※２）
３．ペリメータ専用機のため外気の取り入れ、排出機能はなく室内循環のみです。（※３）
４． 運転音（音響パワーレベル）は、ＪＩＳ Ｂ ８６１６：２０１５及びＪＲＡ ４００２：２０１３Ｒに規定し

た値です。（※４）　音圧レベル（ＳＰＬ）は表１の値となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　
表１に示す値は、ユニット前１．０ｍの無響室データです。運転条件は弊社標準条件(ペリカウンタ付)、定
格及び最大出力、風量急運転時です。

５．本製品には漏電遮断器（高調波対応品）を必ず設置ください。
６．製品質量には、工事用付属品（別送品）は含まれていません。
７．本仕様書は標準仕様での内容を記載しています。
８．本仕様はフィルタ（洗浄型）での値です。
９．仕様は改良により変更することがあります。

注　記

　 項 目 　      単 位 AGP16BA

性 　 　 　 能
※1

冷 房 能 力 kW 1.6（0.8 〜1.8）
中 間 冷 房 能 力 kW 0.8
中 間 冷 房 中 温 能 力 kW ０．９
暖 房 能 力 kW 1.6（0.6 〜1.8）
中 間 暖 房 能 力 kW 0.8
最 大 暖 房 低 温 能 力 kW 1.2
定 格 冷 房 運 転 時 の 顕 熱 比 0.80

エ ネ ル ギ ー
消 費 効 率

定 格 冷 房 3.02
中 間 冷 房 3.33
定 格 暖 房 3.56
中 間 暖 房 3.48

通年エネルギー消費効率(APF2015) 3.6
電　　　  源 V/Hz 三相　200V　50/60Hz

電 気 特 性
※1

冷 房

定 格 消 費 電 力 kW 0.530（最大0.640）
定 格 運 転 電 流 A 2.0（最大2.3）
定格運転力率※2 % 76
中 間 消 費 電 力 kW 0.240
中間中温消費電力 kW 0.200

暖 房

定 格 消 費 電 力 kW 0.450（最大0.520）
定 格 運 転 電 流 A 1.8（最大2.0）
定格運転力率※2 % 72
中 間 消 費 電 力 kW 0.230
最 小 消 費 電 力 kW 0.180
最大低温消費電力 kW 0.450

最 大 運 転 電 流 A 4.06

コンプレッサ
型 式 全密閉ロータリ型
定 格 出 力 × 台 数 kW 0.42×1

室内送風装置
※3

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×1
風 量 m3/min 急：5.5, 強：5, 弱：4.5
機 外 静 圧 Pa 0
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.03

室外送風装置

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×1
風 量 m3/min 8
機 外 静 圧 Pa 39.2
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.05

熱 交 換 器
室 内 プレートフィン型
室 外 プレートフィン型

冷 　 媒  （ G W P 値 ）　・　 封 　 入 　 量 kg R410A（2090） ・ 0.63

保 護 装 置

コ ン プ レ ッ サ サーモスタット、 カレントトランス
フ ァ ン モ ー タ 室内/室外：DC過電流、 オーバーヒート
制 御 回 路 ヒューズ
そ の 他 ドレンセンサ（室内/室外）

配 管 接 続 部 ド レ ン 出 口 外径φ37ドレンゴムブッシュ
電 源 接 続 部 電源コード（引掛キャップ付）

運 転 音
※4

冷 房 dB（PWL） 52
暖 房 dB（PWL） 54

外 形 寸 法 高 さ ・ 幅 ・ 奥 行 mm 605 ・ 1560 ・ 195
製 品 質 量 kg 77
本 体 付 属 品 ホースL型、 ドレンL型管、 ドレンゴムブッシュ、 フィルタ（洗浄型）、 電源コード（引掛キャップ付）
工　事　用　付　属　品　（　別　送　品　） 吹出フランジ

運 転 状 態 dB（A） NC

冷房（定格 / 最大） 39.0/39.0 32.5/33.0

暖房（定格 / 最大） 40.0/40.5 33.0/34.0

表 1. 音圧レベル（SPL）
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AEP22AA/32AA
●インバータ制御による高効率、快適室温制御
DCインバータコンプレッサ採用により、高効率を実現しました。

●換気機能付き
空調運転と同時に換気も行ないます。

床置ウォールスルーユニット　ガラリタイプ
化粧板露出部奥行141mm

《隠蔽型》

注　記
1．据付の際、本体脚部アジャストボルト（４本）を調整し、背面スリーブとサッシ側開口を合わせてアンカーボルト・ナットＭ１０（客先手配，２セット）と付属品の角座金にて床面に確実に固定して
ください。

2．本体ドレン排水接続・電源線・計装線接続、別送部品組付は、客先施工となります。
3．単相２００Ｖ（ＷＦ３５２４）を設置する際に外れ防止の為、コンセントの向きは必ず電源線が下側になる様にしてください。
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本
体
寸
法
）

（
室
内
側
　
本
体
寸
法
）

（別送品）

（
Ｅ
Ａ
吹
出
口
）
（
０Ａ
吸
込
口
）
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（ＯＡ吸込口，ＥＡ吹出口）

（
吹
出
フ
ラ
ン
ジ
外
寸
）

10
0

12

操作部

15
90

スリーフ゛

25６００（吹出フランジ外寸）275

13
0

10630

20589291

黒色テープ

フィルタ引抜きスペース

71 92

（本体寸法）

単相：ＷＦ３５２４
三相：ＷＦ６４２０

（１．８ｍ）

ドレン接続口

コントロールパネル

900

20

1919

フィルタ（ロングライフ）

938

本体

黒色テープ

10
2

引掛キャップ（松下電工）

電源コード

2525 ８５０（アンカー取付寸法）

通信端子台

外形寸法図　AEP22AA/32AA
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AEP22AA/32AA
●インバータ制御による高効率、快適室温制御
DCインバータコンプレッサ採用により、高効率を実現しました。

●換気機能付き
空調運転と同時に換気も行ないます。
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ください。
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3．単相２００Ｖ（ＷＦ３５２４）を設置する際に外れ防止の為、コンセントの向きは必ず電源線が下側になる様にしてください。
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《露出型》

SA
RA
OA
EA

：室内側給気
：室内側還気
：室外側給気
：室外側排気

FA
FAN0
FANi
F

：新鮮空気
：室外送風機
：室内送風機
：フィルタ（ロングライフ）

EX0
EX i
MD

：室外熱交換器
：室内熱交換器
：給排気用モータダンパ

外形寸法図　AEP22AA/32AA

エアーフロー図
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《給排気ダンパー「開」時》
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F

室　内 室　外

注　記
1.据付の際、本体脚部アジャストボルト（４本）を調整し、背面スリーブとサッシ側開口を合わ
せてアンカーボルト・ナットＭ１０（客先手配，２セット）と付属品の角座金にて床面に確実に
固定してください。

２.本体ドレン排水接続・電源線・計装線接続、別送部品組付は、客先施工となります。
3.本部品の標準色は、日本塗料工業会「J25－90C（2017年度版）」です。標準色以外の
塗装に関しては、日本塗料工業会の色標番号またはサンプルで御指定ください。

４.化粧板（別送品）の本体への組付は、客先施工となります。別途、施工要領図を参照願います。
5.化粧板（別送品）の奥行寸法の延長等を御要望の場合は、特殊仕様となりますので別途御
相談願います。

6.単相２００Ｖ（ＷＦ３５２４）を設置する際に外れ防止の為、コンセントの向きは必ず電源線が
下側になる様にしてください。
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（化粧板付属品）

スリーフ゛

25
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39
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13
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103
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化粧板

吹出グリル

フィルタ引抜きスペース

（本体寸法）

単相：ＷＦ３５２４
三相：ＷＦ６４２０

（１．８ｍ）

（化粧板付属品）

49 900 93

1042

59
0

引掛キャップ（松下電工）

電源コード

フィルタ（ロングライフ）2525 ８５０（アンカー取付寸法）
ドレン接続口

10
0

49
0

巾木

コントロールパネル

通信端子台

仕　様　AEP22AA/32AA
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塗装に関しては、日本塗料工業会の色標番号またはサンプルで御指定ください。
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5.化粧板（別送品）の奥行寸法の延長等を御要望の場合は、特殊仕様となりますので別途御
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仕　様　AEP22AA/32AA

　 項 目 　      単 位 AEP22AA AEP32AA

性 　 　 　 能
※1

冷 房 能 力 kW 2.2（1.5 〜 3.0） 2.2（1.5 〜 3.0） 3.2（1.6 〜 3.4） 3.2（1.6 〜 3.4）
中 間 冷 房 能 力 kW 1.5 1.5 1.6 1.6
暖 房 能 力 kW 3.2（1.4 〜 3.9） 3.2（1.4 〜 3.9） 3.6（1.5 〜 4.2） 3.6（1.5 〜 4.2）
中 間 暖 房 能 力 kW 1.6 1.6 1.8 1.8
最 大 暖 房 低 温 能 力 kW 3.0 3.0 3.2 3.2
定 格 冷 房 運 転 時 の 顕 熱 比 0.82 0.82 0.72 0.72

エ ネ ル ギ ー
消 費 効 率

定 格 冷 房 2.72 2.72 2.16 2.16
中 間 冷 房 2.89 2.89 2.86 2.86
定 格 暖 房 2.99 2.99 3.27 3.27
中 間 暖 房 3.72 3.72 3.46 3.46

通年エネルギー消費効率(APF2015) 2.7 2.7 2.9 2.9
電　　　  源 V/Hz 三相200V　50/60Hz 単相200V　50/60Hz 三相200V　50/60Hz 単相200V　50/60Hz

電 気 特 性
※1

冷 房

定 格 消 費 電 力 kW 0.810（最大1.56） 0.810（最大1.56） 1.48（最大1.93） 1.48（最大1.93）
定 格 運 転 電 流 A 2.5（最大4.8） 5.0（最大9.5） 4.6（最大6.0） 9.0（最大11.8）
定格運転力率※2 % 93 82 92 82
中 間 消 費 電 力 kW 0.520 0.520 0.560 0.560

暖 房

定 格 消 費 電 力 kW 1.07（最大1.70） 1.07（最大1.70） 1.10（最大1.90） 1.10（最大1.90）
定 格 運 転 電 流 A 3.3（最大5.3） 6.5（最大10.4） 3.5（最大6.0） 6.7（最大11.6）
定格運転力率※2 % 93 82 91 82
中 間 消 費 電 力 kW 0.430 0.430 0.520 0.520
最大低温消費電力 kW 1.50 1.50 1.60 1.60

最 大 運 転 電 流 A 5.19 9.83 6.42 12.18

コンプレッサ
型 式 全密閉ロータリ型 全密閉ロータリ型
定 格 出 力 × 台 数 kW 0.9×1 0.9×1

室内送風装置
※3

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×2 シロッコファン×2
風 量（ 取 入 可 能 外 気 量 ） m3/min 急：7.0（1.0）, 強：6, 弱：4.5 急：8（1.5）, 強：7, 弱：5.5
機 外 静 圧 Pa 0 0
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.02 0.02

室外送風装置

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×2 シロッコファン×2
風 量 m3/min 13 14
機 外 静 圧 Pa 0 0
フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.05 0.05

熱 交 換 器
室 内 プレートフィン型 プレートフィン型
室 外 プレートフィン型 プレートフィン型

冷 　 媒  （ G W P 値 ）　・　 封 　 入 　 量 kg R410A（2090） ・ 0.65 R410A（2090） ・ 0.65

保 護 装 置

コ ン プ レ ッ サ サーモスタット、 カレントトランス サーモスタット、 カレントトランス
フ ァ ン モ ー タ 室内ヒューズ/室外サーモスタット 室内ヒューズ/室外サーモスタット
冷 凍 サ イ ク ル 高圧スイッチ 高圧スイッチ
制 御 回 路 ヒューズ ヒューズ

配 管 接 続 部 ド レ ン 出 口 外径φ37ドレンゴムブッシュ（スリーブ部） 外径φ37ドレンゴムブッシュ（スリーブ部）
電 源 接 続 部 電源コード（引掛キャップ付） 電源コード（引掛キャップ付）

運 転 音
※4

冷 房 dB（PWL） 55 56
暖 房 dB（PWL） 56 57

外 形 寸 法 高 さ ・ 幅 ・ 奥 行 mm 461（室外側:427） ・ 900 ・ 372 461（室外側:427） ・ 900 ・ 372
製 品 質 量 kg 68 68
本 体 付 属 品 フィルタ（ロングライフ） フィルタ（ロングライフ）

工　事　用　付　属　品　（　別　送　品　） スリーブ（ホースL型・ドレンL型管・ドレンゴムブッシュ含む）、
吹出フランジ（隠蔽型）、化粧板（露出型）

スリーブ（ホースL型 ・ ドレンL型管 ・ ドレンゴムブッシュ含む）、
吹出フランジ（隠蔽型）、 化粧板（露出型）

★冷暖房能力、電気特性及び通年エネルギー消費効率（APF2015）表示は、JIS B 8616:2015及びJRA 4002:2013Rに規定した値です。
1. 冷房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球27℃、湿球19℃、室外側吸込空気乾球35℃、湿球24℃、室内側風量急運転時の値です。（※1）
 暖房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球20℃、室外側吸込空気乾球7℃、湿球6℃、室内側風量急運転時の値です。（※1）
 最大暖房低温能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球20℃、室外側吸込空気乾球2℃、湿球1℃、室内側風量急運転時の値です。（※1）

上記能力には外気負荷分は含んでいませんので、取入外気量相当負荷分を考慮ください。（※1）
2. 力率の値は総合力率です。（※2）
3. 取入可能外気量は、室外ガラリ形状及び運転状態により変化します。（※3）
4. 運転音（音響パワーレベル）は、JIS B 8616:2015及びJRA 4002:2013Rに規定した値です。（※4）
 音圧レベル（SPL）は表1の値となります。表1に示す値は、ユニット前1.0mの無響室データです。運転条件は弊社標準条件、定格及び最大出力、風量急運転時です。
5. 本製品には漏電遮断器（高調波対応品）を必ず設置ください。
6. 製品質量には、工事用付属品（別送品）は含まれていません。
7. 本仕様書は標準仕様での内容を記載しています。
8. 仕様は改良により変更することがあります。

注　記

運 転 状 態 dB（A） NC

AEP22AA
冷房（定格 / 最大） 41.0/42.0 35.5/35.5

暖房（定格 / 最大） 41.0/42.5 35.0/37.5

AEP32AA
冷房（定格 / 最大） 43.0/43.0 37.0/37.0

暖房（定格 / 最大） 43.0/43.5 37.5/37.5

表 1. 音圧レベル（SPL）
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AUP24AAK,RUP06AAK

■能力線図
■運転音特性（周波数特性）
■電気回路図

以下の資料は、《データ編》をご参照ください。

セパレート型ペリメータ暖房ユニット

●冬季のペリメータ部のコールドドラフト対応に
床置タイプの暖房ユニットです

●空調余剰空気を熱源（熱回収）したセパレート型暖房ユニットです

●ドレン配管は不要

天吊隠蔽型熱源機
AUP24AAK

床置隠蔽型
ペリメータ暖房ユニット
RUP06AAK

天吊隠蔽型熱源機
AUP24AAK

床置隠蔽型
ペリメータ暖房ユニット
RUP06AAK

2,800

2,700

1,800

900

40

コールドドラフト
による不快な状態

徐々に窓際の
温度が上昇

快適な状態

8:00
インテリア部空調器運転開始

8:45
ペリメータ暖房ユニット運転開始

9:00
ペリメータ暖房ユニット定格運転状態

10:00
ペリメータ部の温度が安定

窓

　
　
　
　際

イ
ン
テ
リ
ア
側

室内機 28 (℃)27262524232221

〈室内の温度分布〉 ペリメータ暖房ユニットを運転開始して70～80分経過後、ペリメータ部の温度が安定
 （周辺の温度差が2℃以内）することを確認しました。また、窓ガラスの結露も回避されました。

ペリメータ部周辺の温度が
均一化され冷気を感じない

外窓を伝った冷気が
床面へ降りてくるので
足腰が冷える

天吊熱源機
ペリメータ暖房ユニット（床置室内機）

 

 
 

 

廊　下

空調機室
コア部AHU

EA・FAN

FD

居室内 OA EA

セパレート型ペリメータ暖房ユニットの構成 空調余剰空気を熱源（熱回収）とした
セパレート型ペリメータ暖房ユニットです。

平面図

ペリメータの温度分布
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2,800

2,700

1,800

900

40

コールドドラフト
による不快な状態

徐々に窓際の
温度が上昇

快適な状態

8:00
インテリア部空調器運転開始

8:45
ペリメータ暖房ユニット運転開始

9:00
ペリメータ暖房ユニット定格運転状態

10:00
ペリメータ部の温度が安定

窓

　
　
　
　

際側
ア
リ
テ
ン
イ

室内機 28 (℃)27262524232221

〈室内の温度分布〉 ペリメータ暖房ユニットを運転開始して70～80分経過後、ペリメータ部の温度が安定
 （周辺の温度差が2℃以内）することを確認しました。また、窓ガラスの結露も回避されました。

ペリメータ部周辺の温度が
均一化され冷気を感じない

外窓を伝った冷気が
床面へ降りてくるので
足腰が冷える

天吊熱源機

ペリメータ暖房ユニット（床置室内機）

 

 
 

 

廊　下

空調機室
コア部AHU

EA・FAN

FD

居室内 OA EA

セパレート型ペリメータ暖房ユニットの構成 空調余剰空気を熱源（熱回収）とした
セパレート型ペリメータ暖房ユニットです。

平面図

断面図

ペリメータの温度分布
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(注記)ユニットのRA開口をぺリカバー上部SA開口の後側と
　　　　 することでコールドドラフト効果がより効果的になります。

R
AHUへ

居室内

廊下

ペリメータ暖房により窓の
コールドドラフトと結露を抑制

ペリメータ暖房ユニット（RUP）

天吊型熱源機（AUP）



外形寸法図　AUP24AAK, RUP06AAK

■熱源機 AUP24AAK

■室内機 RUP06AAK
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470 245
（インサートピッチ）

点検開口600×600（客先手配）

M10インサートボルト
（客先手配）

インサートボルト、ナット（客先手配）
（M10×4本、ナット8ヶ）

A

A部詳細図（4箇所同様）

M10六角ナット
（客先手配）

吊金具

防振ゴム

平ワッシャー

一次側電源線（客先手配）
電源接続部（押釦開閉器）
（過電流保護付）

冷媒配管（ガス管）
Φ9.52フレア接続コントロールパネル

50

遠方制御等接続用端子台 通信配線（客先手配）

冷媒配管（液管）
Φ6.35フレア接続

50850（本体寸法）

フィルタ
（洗浄型ロングライフ×2枚）

30

吹出フランジ
（オプション：別送品）

遠方制御等接続用端子台

アジャストボルト×4

125（アンカー取付寸法）

アンカーボルト・ナット　M10
（客先手配：2セット）

冷媒配管（液管）
Φ6.35フレア接続

1次側電源線
（客先手配）

冷媒配管（ガス管）
Φ9.52フレア接続

コントロールパネル

15

401100

735（フィルタ抜取スペース）

40

FL

260 715（吹出フランジ外寸） 125

115250

1150（アンカー取付寸法）

フィルタ（洗浄型ロングライフ）

15

60（吹出フランジ外寸）

電源スイッチ

通信配線
（客先手配）
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注　記
1.本体直下の天井面に本体交換用点検口を用意してください。点検口が設けられ
ない場合には、本体交換が可能な天井仕上げにて施工してください。また、本体
の通常メンテナンススペースとして図に示す寸法確保し、周囲及び下部とも障害
物等のないように施工してください。

2.冷媒配管、電源線、計装線の接続は客先にて施工してください。
3.冷媒配管は断熱処理を施してください。
4.1次側電源線は、押釦開閉器が上下左右に100mmくらい移動できる様に施工
してください。

注　記
1.据付の際、本体脚部のアジャストボルト（4本）を調整し、アンカーボルト・
ナットM10（客先手配、2セット）にて床面に確実に固定してください。

2.冷媒配管、電源線、計装線の接続は客先にて施工してください。
3.冷媒配管は断熱処理を施してください。
4.メンテナンスのため、FL（床の仕上げ面・カーペット等）は、図示位置より
高くならないようにしてください。

仕　様　AUP24AAK, RUP06AAK
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仕　様　AUP24AAK, RUP06AAK

　 項 目       　 単 位 AUP24AAK　熱源機 RUP06AAK　室内機（4台設置にて1台の値）

性　　　能
※1

暖 房 能 力 kW 〕 ）数台準標機内室（台4×）値力能の台1機内室（6.0 〔 4.2

C O P kW/kW 4.80

電　　　  源 V/Hz 単相200V　50/60Hz

電 気 特 性
※1 暖 房

消 費 電 力 kW 0.360 0.035

運 転 電 流 A 2.5 0.19 / 0.18

運 転 力 率 ※2 % 71 92 / 97

最 大 電 流 A 8.10 ─

コンプレッサ
式型 全密閉ロータリ型 ─

定 格 出 力 × 台 数 kW 0.75×1 ─

送 風 装 置

フ ァ ン 型 式 × 台 数 シロッコファン×1 クロスフローファン×1

量風 m3/min  ）91大最（ 61 ※3 5

機 外 静 圧 Pa 50 0

フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力 kW 0.06 0.005

熱 交 換 器 プレートフィン型 プレートフィン型

冷 　 媒  （ G W P 値 ）　・　 封 　 入 　 量 kg R410A（2090） ・ 封入量0.35 ※4 ─

保 護 装 置

コ ン プ レ ッ サ サーモスタット, カレントトランス ─
フ ァ ン モ ー タ DC過電流, オーバーヒート サーモスタット

冷 凍 サ イ ク ル 高圧スイッチ, ドレンレス ※5 ─
制 御 回 路 ヒューズ ヒューズ

そ の 他 ドレンセンサ ─

配管接続部
ガ ス 管 mm φ9.52（フレア）

管液 mm φ6.35（フレア）

電 源 接 続 部 過電流保護付押釦開閉器（定格電流9.5A） 端子台接続（M4ねじ）

室　内　ユ　ニ　ッ　ト　接　続　台　数 2～ 5台 ─
運 転 音 ※6 房暖 dB（PWL） 62 53

外 形 寸 法

さ高 mm 410 300

幅 mm 670 1100

行奥 mm 850 250

製 品 質 量 kg 61 22

本 体 付 属 品 フィルタ（ロングライフ） フィルタ（ロングライフ）

工　事　用　付　属　品　（　別　送　品　） ─ 吹出フランジ

注　記
）1※（。すで値たし転運続接を台4機内室、時転運急 機内室、%04度湿対相、℃02球乾気空込吸、は性特気電び及力能房暖 .1

）2※（。すで率力合総は値の率力 .2
）3※（。すまりなに量風大最で%05度湿対相。すまい行を替切動自、てっよに度湿対相の気空込吸 .3

）4※（。すで値の時荷出場工、は量入封媒冷 .4
）5※（。いさだくてし認確てに図囲範転運、は囲範な能可転運スレンレド .5

）6※（。すで値たし定規にR3102:2004 ARJび及5102:6168 B SIJ、は）ルベレーワパ響音（音転運 .6
 音圧レベル（SPL）は表1の値となります。表1に示す値は、室内機 ユニット前1.0m及び、熱源機 ユニット直下1.5mの無響室データです。運転条件は弊社標準条件、
定格出力、風量急運転時です。

7. 本製品には漏電遮断器（高調波対応品）を必ず設置ください。
8. 本仕様書は、標準状態での内容を記載しています。
9. 仕様は改良により変更することがあります。

運転状態 dB（A） NC

室内機 暖房（定格） 39.5 34.0

熱源機 暖房（定格） 35.0 28.0

表 1. 音圧レベル（SPL）
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本体 本体

OA OAEA EAEA OAOA

EA

本
体

本
体

本体本体 本体

隣接建物セパレータ

■空気熱源ヒートポンプユニット

1. ASPACユニットは、空気熱源ヒートポンプ方式ですので、最低気温の月平均値が氷点下となるような寒冷地や、積雪地域での空調には

適しません。

2. 冷暖房運転で新鮮外気の給排気を行う場合、ユニット能力に取入外気量相当負荷分を考慮してください。（一部機種を除く。）

■外壁面からユニットまでの風路設計について

1. 室外側風量を確保するために室外側送風機の機外静圧を満足する風路設計をしてください。

風路の圧力損失が大きいと室外側風量が不足し、安定した空調ができなくなります。

2. ATP型室外側の給排気口は風圧の影響を受けないように同一向きの外壁面に設置してください。

ATP型室外側の給気、排気のダクトは、静圧負荷のバランスを考慮して設計してください。

ATP型室外側はI.D.Φ250同等のダクトを使用し、分岐、合流が無いようにしてください。

3. APP,AGP型の躯体までの接続風路は、全風路で4m/sec以下を目安としてください。

4. AEP型のガラリは、有効開口率60％以上を必ず確保してください。

■ショートサーキット防止について

1. ショートサーキットとはユニットの排気が躯体の外に出ないで、ユニットの給気側に回り込む事をいいます。

ショートサーキットをおこすと給気条件が大きく変わり、安定した空調ができなくなります。

2. 室外側の給気（OA）と排気（EA）は、ユニットから躯体面まで混ざらないように完全に分離させてください。

3. 給気口と排気口がスリット状に併設する場合は、セパレータ（個別のセパレータ幅を100mm以上確保）を施工してください。

4. 外壁面での給排気が効率良く行われるように、隣接建物（障害物）との距離は十分にとってください（一般的に1.5m以上）。

ASPACユニットは、室外機・室内機を一体型にすることにより省スペース、省施工を実現した空気熱源ヒートポンプ

ユニットです。以下の項目が設計上・施工上のポイントとなりますので、十分ご理解の上ご計画ください。

その他カタログ末尾の「安全にご使用いただくためのご注意」を、ご参照ください。

《設計関連》

《施工関連》

1. 外壁面の給排気口は、直接雨水の入りにくい構造とし、必要に応じて防鳥網を施工してください。

2. 室外側給排気風路及び室内側吹出しダクトは、断熱を施してください。

3. ATP型本体とダクトの接続は、フレキシブルダクトまたはキャンバス継手を使用してください。

4. ドレン配管は勾配を十分とり、他の排水管と兼用することは絶対に避けてください。

5. 天吊りユニットは、必要な点検口を施工し、ユニット直下に間仕切り壁や重量物を設置しないでください。

6. 床置ユニットについて、ペリカウンタカバーは解体可能な構造とし支柱や巾木がメンテナンスの障害にならないようにしてください。

7. 床置ユニットをフリーアクセス床で使用する場合、吸込開口、フィルタメンテスペースを確保してください。

設計上・ 施工上のポイント

制御システム
otal

ir-conditioner

ontrol

ystem

PLC ： 本体

POD ： 表示機
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制御システム
otal

ir-conditioner

ontrol

ystem

PLC ： 本体

POD ： 表示機
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I N D E X 制御システム

29

品　　　名 外　　　観 項　　　目 頁

30

32

33

34

44

46

35

36

37

38

41

42

43

集中管理システム概要

操作画面（代表例）

）CLP ・ DOP（図観外

TACS-F5システム結線図

監

・

御

制

中

集

視

コ

モ

リ

ン

45外気冷房制御（ATP・APP型）

室温制御特性

47リモコン制御システム

集中管理システム

マルチBOX（MB）

BACnetアダプタ

集中リモコン（MRC）
集中リモコン（MRC）の機能

MRCシステム結線図

MB使用システム結線図

外観、操作説明

外観、操作説明

外観、操作説明

スタンダードリモコン

液晶パネル

アメニティースイッチ

外観、操作説明スリムリモコン



■TACS-F5は、最大900台のPMAC/ASPAC/PAFMACユニットを集中管理します。

　TACS-F5システムは、表示器（POD）と本体（PLC）からなり、中継機（I/F）を介して、最大900台のユニットを集中管理します。
900台のユニットは、最大900ブロック・100エリア・300フロアに設定でき管理が容易です。
　建物内に分散配置したPMAC/ASPAC/PAFMACユニットを、『必要な場所で』『必要なだけ』『快適空調空間を創る』と
いう機能を最大限に引き出して、ビルの管理・運営方針にあわせた空調集中管理（制御・監視）を行い、居住域の快適性と
省エネルギを実現します。

TACS 集中管理システム概要

■機能一覧

※1　選択したユニットの機能により操作表示の有無、設定可能領域は変動します。 
※2　按分機能で表示される按分率は、あくまでも目安です。按分率を元に料金計算や電力量の表示をさせる場合、計量法が適用されます。 
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操　作 制　御 監　視
個別・グループ・一斉

ＰＯＤ ： 約２．５ｋｇ　・　ＰＬＣ ： 約１．８ｋｇ
ＰＯＤ ： Ｗ３２７．８ × Ｈ２６１ × Ｄ５４．９　・　ＰＬＣ ： Ｗ３０８ × Ｈ１１３ × Ｄ１２０
ＡＣ１００Ｖ　５０／６０ＨＺ
ＰＯＤ ： ７０ＶＡ以下　・　ＰＬＣ ： １１０ＶＡ以下
タッチパネル液晶　１２．１インチ（ＳＶＧＡ　８００×６００）　アナログ抵抗膜方式
ＰＯＤ ： パネル埋込取付　・　ＰＬＣ ： 盤取付
ＰＯＤ ： ０～５０℃以下　・　ＰＬＣ ： ０～５５℃以下
２０ ～ ８５％ＲＨ
DC２４V（別途電源必要）
７ｍA／点

一斉運転（１点）　・　一斉停止（１点）　・　緊急停止（３点）　・　火災（３点）　・　ＰＩ（３点）　
デマンド（５点）

一斉運転（ａ接点）　・　一斉停止（ａ接点）　・　緊急停止（ａ接点）　・　火災（ｂ接点）　
ＰＩ（ａ接点）　・　デマンド（ａ接点）

DC３０Ｖ：２．２Ａ　・　ＡＣ２６４Ｖ：２．２Ａ　・　ＤＣ１１０Ｖ：０．２Ａ　（１点あたり）
ＤＣ５Ｖ　１ｍＡ
代表運転表示（１点）　・　代表異常表示（１点）
代表運転表示（ａ接点）　・　代表異常表示（ａ接点）
９００台（ＰＬＣに中継器を最大３０台接続可能）
３００フロア（１フロア内に最大９００ＩＤ分登録可能）
９００ブロック（１ブロック内に最大１００ＩＤ分登録可能）
１００エリア（１エリア内にブロックを最大３００点分登録可能。他エリアと重複可）

質 量
外形寸法(ｍｍ)
電 源
消 費 電 力
表示および操作
据 付 方 法
使用周囲温度
相 対 湿 度
定 格 電 圧
定 格 電 流

点 数

仕 様
（ 常 時 入 力 ）

接 点 容 量
最小開閉容量
点 数
仕 様

最大ユニット接続台数
最 大 フ ロ ア 設 定 数
最 大 ブ ロック 設 定 数
最 大 エ リ ア 設 定 数

外
部
接
点

製品名 ＴＡＣＳ－Ｆ５ （ＰＯＤ ： 表示器　・　ＰＬＣ ： 本体）

出力

入力

使用環境

製品仕様
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中継器（I/F）
最大 30台接続

ユニット
最大 30台接続 最大 900台制御× ＝

TACS 集中管理システム概要

LCD LCD LCD LCD

LCD LCD

LCD : リモコン

中継器（I/F）

空調機

I/F 最大30台

空調機 最大900台

1ラインで空調機 最大30台

POD（表示器）

PLC
（本体）
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中継器（I/F）
最大 30台接続

ユニット
最大 30台接続 最大 900台制御× ＝

TACS 集中管理システム概要

LCD LCD LCD LCD

LCD LCD

LCD : 操作スイッチ

中継器（I/F）

空調機

I/F 最大30台

空調機 最大900台

1ラインで空調機 最大30台

POD（表示器）

PLC
（本体）

TACS 操作画面（代表例）

操作イメージ

メイン画面 アイコン表示

システム情報表示

各ユニットの操作・設定を行います。

リモコン画面

32



TACS システム機器

■TACS-F5　POD（表示器）

■TACS-F5　PLC

注　記
１.取付適合板金板厚は１．５～４．０ｍｍとなります。板金板厚が仕様範囲内であっても、板金の材質や大きさによっては
パネル自体が反る場合があります。取り付け強度が保てるパネルをご利用ください。

２.取付時は、付属の取付金具を取付穴（４箇所）に挿入し、締め付けネジで固定してください
３.制御盤内等に設置し、充電部が露出しないように施工してください。

注　記
１.ＰＬＣは、垂直方向で１１０ｍｍ以上、水平方向で５０ｍｍ以上の間隔をあけ、通風がよくなるよ
うにしてください。なお、ベースボードをＤＩＮレールに取り付ける場合は、固定金具及び取り付
け作業性を考慮して、水平方向８０ｍｍ以上の間隔をあけてください。

２.発熱体（ヒータ、トランス、抵抗など）を、ＰＬＣの真下に取り付けないでください。
３.高圧機器、高圧線、動力機器とはできるだけ分離または遮蔽し、ＰＬＣの入出力線とそれらの機
器との並列配線はしないでください。

４.ＰＬＣの取り付け面は、盤の床面に対して垂直とし、水平取り付けはしないでください。
５.ＰＬＣの取り付け角度０°とし、その他の角度では取り付けないでください。

6.ＰＬＣを制御盤へ直接取り付ける場合は、付属のベースボード取付金具を使用し
てください。また、ＤＩＮレールへ取り付ける場合は、付属のＤＩＮレール取付用固定
金具を左右に取り付けてください。

7.ＰＬＣは制御盤内等に設置し、充電部が露出しないように施工してください。
8.通信線接続端子台への配線接続には精密ドライバーが必要です。
9.通信線接続端子台への配線接続は、棒形圧着端子を使用してください。配線を直
接接続することも可能ですが、その場合は端子台へ確実に固定してください。
（端子台接続適合サイズ　太さ：０．５～２．０ｍｍ２　剥き線長さ：７ｍｍ）

＜取付角度＞

【取付方向】

（正面取付）

【取付角度】

９０° １３５°

１５°

０°

表示面 表示面

＜パネルカット寸法＞

313 +0.5-0

246.2 +0.5-0

54.9
7

245.2

312

245.2

312

261

327.8

＜据付スペース＞
ＰＯＤ本体から、周囲約１００ｍｍの空間を確保して
取付けてください。

【正面図】

100

10
0

（単位：ｍｍ）

【側面図】

10
0

10
0

100

電源接続部
（Ｍ３．５）

取付金具×４（付属品）

取付穴×４

CL

290
取り付け用穴　４ーφ６

64

30
1.
8 ベースボード

ベースボード取付金具（付属品）

０°

＜据付スペース／据付角度＞

他の機器

他
の
機
器

他
の
機
器

５０ｍｍ以上 ５０ｍｍ以上

１１０ｍｍ以上

＜各部説明＞

ベースボード

電源 ＣＰＵ
通信 接点入力

接点出力

Ｍ４端子台 Ｍ３端子台

通信線接続端子台

120308

10
5

8
30

ＤＩＮレール取付用固定金具×２（付属品）

＜据付角度＞

0°
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TACS システム機器

■TACS-F5　POD（表示器）

■TACS-F5　PLC

注　記
１.取付適合板金板厚は１．５～４．０ｍｍとなります。板金板厚が仕様範囲内であっても、板金の材質や大きさによっては
パネル自体が反る場合があります。取り付け強度が保てるパネルをご利用ください。

２.取付時は、付属の取付金具を取付穴（４箇所）に挿入し、締め付けネジで固定してください
３.制御盤内等に設置し、充電部が露出しないように施工してください。

注　記
１.ＰＬＣは、垂直方向で１１０ｍｍ以上、水平方向で５０ｍｍ以上の間隔をあけ、通風がよくなるよ
うにしてください。なお、ベースボードをＤＩＮレールに取り付ける場合は、固定金具及び取り付
け作業性を考慮して、水平方向８０ｍｍ以上の間隔をあけてください。

２.発熱体（ヒータ、トランス、抵抗など）を、ＰＬＣの真下に取り付けないでください。
３.高圧機器、高圧線、動力機器とはできるだけ分離または遮蔽し、ＰＬＣの入出力線とそれらの機
器との並列配線はしないでください。

４.ＰＬＣの取り付け面は、盤の床面に対して垂直とし、水平取り付けはしないでください。
５.ＰＬＣの取り付け角度０°とし、その他の角度では取り付けないでください。

6.ＰＬＣを制御盤へ直接取り付ける場合は、付属のベースボード取付金具を使用し
てください。また、ＤＩＮレールへ取り付ける場合は、付属のＤＩＮレール取付用固定
金具を左右に取り付けてください。

7.ＰＬＣは制御盤内等に設置し、充電部が露出しないように施工してください。
8.通信線接続端子台への配線接続には精密ドライバーが必要です。
9.通信線接続端子台への配線接続は、棒形圧着端子を使用してください。配線を直
接接続することも可能ですが、その場合は端子台へ確実に固定してください。
（端子台接続適合サイズ　太さ：０．５～２．０ｍｍ２　剥き線長さ：７ｍｍ）

＜取付角度＞

【取付方向】

（正面取付）

【取付角度】

９０° １３５°

１５°

０°

表示面 表示面

＜パネルカット寸法＞

313 +0.5-0

246.2 +0.5-0

54.9
7

245.2

312

245.2

312

261

327.8

＜据付スペース＞
ＰＯＤ本体から、周囲約１００ｍｍの空間を確保して
取付けてください。

【正面図】

100

10
0

（単位：ｍｍ）

【側面図】

10
0

10
0

100

電源接続部
（Ｍ３．５）

取付金具×４（付属品）

取付穴×４

CL

290
取り付け用穴　４ーφ６

64

30
1.
8 ベースボード

ベースボード取付金具（付属品）

０°

＜据付スペース／据付角度＞

他の機器

他
の
機
器

他
の
機
器

５０ｍｍ以上 ５０ｍｍ以上

１１０ｍｍ以上

＜各部説明＞

ベースボード

電源 ＣＰＵ
通信 接点入力

接点出力

Ｍ４端子台 Ｍ３端子台

通信線接続端子台

120308

10
5

8
30

ＤＩＮレール取付用固定金具×２（付属品）

＜据付角度＞

0°

■TACS-F5　PLC　IO用電源

■システム結線図1　（F5監視盤（F4モード）を用いた監視盤制御システム）マルチBOX

注　記
１.振動・衝撃の激しい場所では使用しないでください。
２.強い高周波ノイズやサージを発生する機器からは離して
取り付けてください。

５×Ｍ３．５

5
36
.2
±
1

49
.5

32
.5

5117.7±1（14.3）

9.
5 8.
2

3.
5

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
２.表示器とＰＬＣ間はＬＡＮケーブル（ＣＡＴ．５以上）を使用してください。
３.ＰＬＣ～マルチＢＯＸ間の通信線は総延長１０００ｍ以内、マルチＢＯＸ～ユニット間の通信線は総延長５００ｍ以
内、太さ０．５～２．０ｍｍ２のシールド線を使用してください。ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長１００ｍ以内、
太さ０．５～１．２５ｍｍ２のシールド線を使用してください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施
工してください。

４.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので注意してください。
５.ＰＬＣ～マルチＢＯＸ間の通信は、ＰＬＣを先頭号機としマルチＢＯＸ１号機を必ず設け、最終号機マルチＢＯＸの
終端抵抗を有効にしてください。終端抵抗はマルチＢＯＸの基板上スイッチＳＷ５－１をＯＮにすることで有効
になります。

６.マルチＢＯＸ～ユニット間の通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効にしてください。マルチＢＯＸは基
板上スイッチＳＷ５－２をＯＮに、ユニットはコントロールパネル基板上スイッチＳ５０１をＯＮにすることで終端
抵抗が有効になります。

７.マルチＢＯＸ接続ユニットには１グループ１号機設定を設け、グループ毎に１号機から順に連番としてください。
８.各入力は有電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ２４Ｖ）としてください。火災連動停止は有電圧ｂ接点です。

９.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の
電気回路図や外形図を参照してください。

１０.表示器、ＰＬＣには、別途電源が必要となります。各製品の電源仕様
に合わせて準備してください。

１１.ＰＬＣにマルチＢＯＸを最大３０台まで、マルチＢＯＸにユニットを最
大３０台まで接続可能です。

１２.最大８台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ内は
同一設定で運転します。

１３.グループ内にはＬＣＤを４台まで接続可能です。但し、ユニット１台に
複数接続する場合は２台までとし、片方のＬＣＤを「コ」設定にしてく
ださい。

１４.通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時はＬＣＤ
からの操作が制限されます。

１５.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力がＯＦＦ
（接点：開）のとき、圧縮機は起動せず送風運転となります。

名　　　　　　　　称
フ レ － ム グ ラ ン ド
端 子 台
ス ク リ ュ ー 端 子 台
ア ー ス
マ ル チ Ｂ Ｏ Ｘ
操 作 ス イ ッ チ
マルチＢＯＸ終端スイッチ
コントロールパネル終端スイッチ
ＤＣ２４Ｖ電源（客先準備）
ポ ン プ イ ン タ ー ロ ッ ク

記 号
F G

M B
L C D
SW 5
S501

P ･ I

Ｂ１５Ｂ１６

Ｂ１３
Ｂ１４

ＭＢは最大
３０台まで
接続可能

ＳＷ５
１：ＯＮ
２：ＯＮ

ＦＧ

Ｌ
Ｎ
ＦＧ

ＬＡ
Ｎ

Ｌ
Ｎ
ＬＧ
ＦＧ

ＣＰＵ

ＬＡ
Ｎ

Ｓ
Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｄ
Ｂ

Ｒ
Ｄ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｂ

Ｓ
Ｇ
Ｆ
Ｇ

ＲＳ４８５

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７Ｃ０ ８ ９１０１１１２１３１４１５Ｃ１［ ０Ｃ０１Ｃ１

表示器（ＰＯＤ）

電源

ＰＬＣ

火
災
１

火
災
２

火
災
３

緊
急
停
止
１

緊
急
停
止
２

緊
急
停
止
３

一
斉
運
転

一
斉
停
止

ＤＣ
２４
Ｖ
電
源

デ
マ
ンド
１

デ
マ
ンド
２

デ
マ
ンド
３

デ
マ
ンド
４

デ
マ
ンド
５

Ｐ・
Ｉ１
Ｐ・
Ｉ２
Ｐ・
Ｉ３
ＤＣ
２４
Ｖ
電
源

代
表
運
転
表
示

代
表
警
報
表
示

入力 出力

ＡＣ１００Ｖ

ＭＢ（最終号機）

ＡＣ１００Ｖ

２

２グループ
１号機

ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ

１グループ
２号機

1 ２ ３ ４ ５ＦＧ

２グループ
２号機

11

３

１グループ
１号機

1ＦＧ ５４３２ ２ ３ ４ ５ＦＧ

最終グループ
最終号機

1

２

Ｓ５０１：ＯＮ

ＬＣＤ
1 ３

ＬＣＤ
1 1

ＬＣＤ
２ ３

TACS システム機器

34



集中リモコン（MRC）の機能

　PMAC/ASPAC/PAFMACユニットの制御監視が単独で行える集中リモコンです。また、上位の

集中管理システムTACS-F5と接続するための中継器（I/F）としても使用できます。

　PMAC/ASPAC/PAFMACユニットの制御台数としましては、単独で使用（ノーマル）する場合は

１系統３０台（３０グループ）で２系統接続できますので、計６０台（６０グループ）となります。また、

TACS-F5の中継器（I/F）として使用する場合は１系統のみの接続となり30台（30グループ）となり

ます。

■機能一覧

（注記）
※１　一斉操作は全台、１系統、２系統の３種類から選択できます。
※２　詳細設定とは、スケジュール有効/無効設定とデマンド（A、B、無し）設定の２種類です。
　　  それぞれ1系統または2系統の選択ができ、スケジュール有効／無効設定は曜日単位設定または個別設定ができ、
　　  デマンド設定は系統単位設定または個別設定ができます。
※3　デマンド設定は、上位TACS-F5の中継器（I/F）として使用される場合は機能しません。
※4　外部入力のP・I（ポンプインターロック）、デマンド、緊急停止は、上位TACS-F5の中継器（I/F）として使用される場合は機能しません。　 
　　  また、緊急停止は無電圧a接点入力（出荷時）ですが、機能設定により無電圧b接点入力（火災停止）に変更可能です。 
※5　操作内容の機能をもたない機種には対応しません。

制御内容の詳細については、別冊「取扱説明書」を参照願います。

外 部 入 出 力

入　力 出　力

異
常
表
示（
代
表
）

運
転
表
示（
代
表
）

緊
急
停
止

デ
マ
ン
ド

P
・
I

一
斉
停
止

一
斉
運
転

警
報
履
歴
の
確
認

発
生
中
警
報
の
確
認

デ
マ
ン
ド

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

詳
細
設
定

手
元
制
限

風
向
切
換

風
速
切
換

温
度
設
定

運
転
モ
ー
ド
切
換

運
転
・
停
止

各種
設定

警報
履歴

基 本 操 作

個別操作／一斉操作

※3※2 ※4 ※4 ※4

※1

ページ送り/戻りボタン

メニューボタン
メニュー画面（現在の画
面）に戻ります。

カラー液晶ディスプレイ
タッチパネルとなっていますので、
指で画面に触れ操作してください。

一斉運転・停止ボタン
全台一斉に運転／停止の操作を行うことが
できます。
※系統毎（系統1及び系統2の一斉運転／
停止）に変更することも可能

運転表示ランプ
PMACユニットの運転／停止／異常状態を
示します。

消　灯：すべてのPMACユニットが停止
しています。

緑点灯：1台以上のPMACユニットが運
転していると点灯します。

赤点灯：1台でも異常警報が発生すると
点灯します。

注　記
1.壁埋め込みの場合は、JIS C8340 2個用スイッチボックス（カバー付き）を
使用してください。設置時、カバーは使用しませんので取り外してください。

2.付属品：取付ネジ4本（M4×40mm）

125 25 47

90
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5

88

106
（JIS BOX取付位置）
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5

■MRC（集中リモコン）

集中リモコン（MRC）の機能

■システム図

制　御
１.集中リモコンにユニットを最大で１系統３０台×2系統の合計６０
台まで接続可能です。

２.最大８台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ
内は同一設定で運転します。
3.グループ内にはＬＣＤを４台まで接続可能です。但し、ユニット１
台に複数接続する場合は２台までとし、片方のLCDを「コ」設定
にしてください。
4.遠方による入力は、系統１・系統２共に同一の制御となります。
5.通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時は
LCDからの操作が制限されます。
6.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力が
OFF（接点：開）のとき、圧縮機は起動せず送風運転となります。

5.集中リモコン接続ユニットには１グループ１号機設定を設け、グループ毎に１号機から順
に連番としてください。

６.接点入力の配線は配線長５００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2のケーブルを使用してくだ
さい。

7.遠方の運転／停止入力は瞬時無電圧ａ接点（０．５ｓｅｃ以上）としてください。
8.その他の入力は無電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ１２Ｖ０．５Ａ以上）としてください。
9.緊急停止の入力をb接点入力に変更可能です。詳細は集中リモコンの技術資料を参照し
てください。

10.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図
を参照してください。

２グループ
１号機
ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ

１グループ
２号機

1 11

１グループ
１号機
ＦＧ ５４３２ ２ ３ ４ ５ＦＧ1

－＋

2
1
COM

5
4
3
2
1
COM
MRC

異常表示
運転表示

一斉停止（パルス０．５ｓｅｃ以上）
一斉運転（パルス０．５ｓｅｃ以上）

コモン

遠方

接点開閉容量
（ＤＣ２４V 1Ａ）

終端
１：ＯN
２：ＯＮ

２1 ３
ＬＣＤ

２1 ３
ＬＣＤ

２1 ３
ＬＣＤ

ｃｈ２

２
ＬＣＤ ＬＣＤ

３11 ２ ３1 ２
ＬＣＤ

３

＋
－

ｃｈ１

出
力
端
子

入
力
端
子

コモン

P･I
デマンド
緊急停止

２グループ
１号機
ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ

１グループ
２号機

1 11

１グループ
１号機
ＦＧ ５４３２ ２ ３ ４ ５ＦＧ

最終グループ

1
最終号機Ｓ５０１：ＯＮ

最終グループ
最終号機Ｓ５０１：ＯＮ

系統１

系統２

名　　　　　　　　称
集 中 リ モ コ ン
操 作 ス イ ッ チ
コントロールパネル終端スイッチ
ポンプインターロック
フ レ － ム グ ラ ン ド
端 子 台

記 号
ＭR C
L C D
Ｓ５０１
P ･ I
F G

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
２.集中リモコン～ユニット間の通信線は総延長５００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2のシール
ド線を使用し、ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長１００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2の
シールド線を使用してください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施工し
てください。

3.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので
注意してください。

4.集中リモコン～ユニット間の通信は、集中リモコン（先頭号機）と最終号機の終端抵抗を有
効にしてください。集中リモコンは基板上スイッチの系統１：終端1、系統２：終端2をONに
することで有効になります。ユニットはコントロールパネル基板上スイッチS501をONに
することで終端抵抗が有効になります。
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集中リモコン（MRC）の機能

　PMAC/ASPAC/PAFMACユニットの制御監視が単独で行える集中リモコンです。また、上位の

集中管理システムTACS-F5と接続するための中継器（I/F）としても使用できます。

　PMAC/ASPAC/PAFMACユニットの制御台数としましては、単独で使用（ノーマル）する場合は

１系統３０台（３０グループ）で２系統接続できますので、計６０台（６０グループ）となります。また、

TACS-F5の中継器（I/F）として使用する場合は１系統のみの接続となり30台（30グループ）となり

ます。

■機能一覧

（注記）
※１　一斉操作は全台、１系統、２系統の３種類から選択できます。
※２　詳細設定とは、スケジュール有効/無効設定とデマンド（A、B、無し）設定の２種類です。
　　  それぞれ1系統または2系統の選択ができ、スケジュール有効／無効設定は曜日単位設定または個別設定ができ、
　　  デマンド設定は系統単位設定または個別設定ができます。
※3　デマンド設定は、上位TACS-F5の中継器（I/F）として使用される場合は機能しません。
※4　外部入力のP・I（ポンプインターロック）、デマンド、緊急停止は、上位TACS-F5の中継器（I/F）として使用される場合は機能しません。　 
　　  また、緊急停止は無電圧a接点入力（出荷時）ですが、機能設定により無電圧b接点入力（火災停止）に変更可能です。 
※5　操作内容の機能をもたない機種には対応しません。

制御内容の詳細については、別冊「取扱説明書」を参照願います。

外 部 入 出 力

入　力 出　力
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表
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代
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転
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認
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ス
ケ
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定

手
元
制
限

風
向
切
換

風
速
切
換

温
度
設
定

運
転
モ
ー
ド
切
換

運
転
・
停
止

各種
設定

警報
履歴

基 本 操 作

個別操作／一斉操作

※3※2 ※4 ※4 ※4

※1

ページ送り/戻りボタン

メニューボタン
メニュー画面（現在の画
面）に戻ります。

カラー液晶ディスプレイ
タッチパネルとなっていますので、
指で画面に触れ操作してください。

一斉運転・停止ボタン
全台一斉に運転／停止の操作を行うことが
できます。
※系統毎（系統1及び系統2の一斉運転／
停止）に変更することも可能

運転表示ランプ
PMACユニットの運転／停止／異常状態を
示します。

消　灯：すべてのPMACユニットが停止
しています。

緑点灯：1台以上のPMACユニットが運
転していると点灯します。

赤点灯：1台でも異常警報が発生すると
点灯します。

注　記
1.壁埋め込みの場合は、JIS C8340 2個用スイッチボックス（カバー付き）を
使用してください。設置時、カバーは使用しませんので取り外してください。

2.付属品：取付ネジ4本（M4×40mm）
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■MRC（集中リモコン）

集中リモコン（MRC）の機能

■システム図

制　御
１.集中リモコンにユニットを最大で１系統３０台×2系統の合計６０
台まで接続可能です。

２.最大８台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ
内は同一設定で運転します。
3.グループ内にはＬＣＤを４台まで接続可能です。但し、ユニット１
台に複数接続する場合は２台までとし、片方のLCDを「コ」設定
にしてください。
4.遠方による入力は、系統１・系統２共に同一の制御となります。
5.通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時は
LCDからの操作が制限されます。
6.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力が
OFF（接点：開）のとき、圧縮機は起動せず送風運転となります。

5.集中リモコン接続ユニットには１グループ１号機設定を設け、グループ毎に１号機から順
に連番としてください。

６.接点入力の配線は配線長５００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2のケーブルを使用してくだ
さい。

7.遠方の運転／停止入力は瞬時無電圧ａ接点（０．５ｓｅｃ以上）としてください。
8.その他の入力は無電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ１２Ｖ０．５Ａ以上）としてください。
9.緊急停止の入力をb接点入力に変更可能です。詳細は集中リモコンの技術資料を参照し
てください。

10.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図
を参照してください。

２グループ
１号機
ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ

１グループ
２号機

1 11
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異常表示
運転表示

一斉停止（パルス０．５ｓｅｃ以上）
一斉運転（パルス０．５ｓｅｃ以上）

コモン

遠方

接点開閉容量
（ＤＣ２４V 1Ａ）

終端
１：ＯN
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２1 ３
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ＬＣＤ

ｃｈ２

２
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３11 ２ ３1 ２
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出
力
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子

入
力
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子

コモン

P･I
デマンド
緊急停止

２グループ
１号機
ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ

１グループ
２号機

1 11

１グループ
１号機
ＦＧ ５４３２ ２ ３ ４ ５ＦＧ

最終グループ

1
最終号機Ｓ５０１：ＯＮ

最終グループ
最終号機Ｓ５０１：ＯＮ

系統１

系統２

名　　　　　　　　称
集 中 リ モ コ ン
操 作 ス イ ッ チ
コントロールパネル終端スイッチ
ポンプインターロック
フ レ － ム グ ラ ン ド
端 子 台

記 号
ＭR C
L C D
Ｓ５０１
P ･ I
F G

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
２.集中リモコン～ユニット間の通信線は総延長５００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2のシール
ド線を使用し、ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長１００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2の
シールド線を使用してください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施工し
てください。

3.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので
注意してください。

4.集中リモコン～ユニット間の通信は、集中リモコン（先頭号機）と最終号機の終端抵抗を有
効にしてください。集中リモコンは基板上スイッチの系統１：終端1、系統２：終端2をONに
することで有効になります。ユニットはコントロールパネル基板上スイッチS501をONに
することで終端抵抗が有効になります。
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マルチBOX（MB）のシステム図・外形図

■MB（マルチBOX）

注　記
システム機器の据え付け場所は、周辺温度が5～40℃、相対
湿度25～80％、結露の無い場所にしてください。
（例）電気盤内、シャフト内、天井フトコロ（点検口そば）等。

FUSE

ヒューズ（１Ａ）電源
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）
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付
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）

240（取付穴ピッチ）

電源線Ｌ1200±50
（Ｍ4端子付）

Ｍ3.5端子台
6

6 6
6

電源スイッチ（左：ＯＮ、右：ＯＦＦ）

■システム図

マ ル チ Ｂ Ｏ Ｘ

操 作 ス イ ッ チ

マルチＢＯＸ終端スイッチ

コントロールパネル終端スイッチ

ポ ン プ イ ン タ－ロック

フ レ － ム グ ラ ン ド

端 子 台

記 号

M B

L C D

S W 5

S501

P ・ I

F G

名　　　　　　　　　　称

2グループ
1号機

ＦＧ 54322 3 4 5ＦＧ

1グループ
2号機

1 2 3 4 5ＦＧ

2グループ
2号機

11

1グループ
1号機

1ＦＧ 5432 2 3 4 5ＦＧ

最終グループ
最終号機

1

Ｂ16Ｂ15
Ｂ10
Ｂ9
Ｂ8
Ｂ7
Ｂ6
Ｂ5
Ｂ4
Ｂ3
Ｂ2
Ｂ1
Ａ9
Ａ8
Ａ7
Ａ6
Ａ5
Ａ4
Ａ3
Ａ2
Ａ1
ＭＢ

温度設定（4～20ｍＡ）
（17～28℃）

強制送風（無電圧ａ接点）
（開：通常／閉：強制送風）

遠方優先（無電圧ａ接点）
（開：通常／閉：遠方優先）

デマンド（無電圧ａ接点）
（開：通常／閉：デマンド）

火災連動停止（無電圧ｂ接点）
（開：停止／閉：通常）

異常表示

運転表示

一斉停止（パルス0．5ｓｅｃ以上）
一斉運転（パルス0．5ｓｅｃ以上）

Ｐ・Ｉ（無電圧ａ接点）
（開：圧縮機運転禁止／閉：圧縮機運転許可）

遠方

＋ －

接点開閉容量
（ＤＣ24Ｖ　1Ａ）

ＳＷ5
1：ＯＦＦ
2：ＯＮ

Ｓ501：ＯＮ

21 3

ＬＣＤ
21 3

ＬＣＤ
21 3

ＬＣＤ

制　御
1.マルチＢＯＸにユニットを最大30台まで接続可能です。
2.最大8台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ内は同一設定で
運転します。

3.グループ内にはＬＣＤを4台まで接続可能です。但し、ユニット1台に複数接続す
る場合は2台までとし、片方のＬＣＤを「コ」設定にしてください。
4.通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時はＬＣＤからの操作
が制限されます。
5.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力がＯＦＦ（接点：開）のと
き、圧縮機は起動せず送風運転となります。

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
2.マルチＢＯＸ～ユニット間の通信線は総延長500ｍ以内、太さ0．5～2．0ｍm2のシールド線を使用し、ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長100ｍ以内、太さ0．5～1．25ｍm2のシール
ド線を使用してください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施工してください。
3.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので注意してください。
4.マルチＢＯＸ～ユニット間の通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効にしてください。マルチＢＯＸは基板上スイッチＳＷ5－2をＯＮに、ユニットはコントロールパネル基板上スイッ
チＳ501をＯＮにする事で終端抵抗が有効になります。

5.マルチＢＯＸ接続ユニットには1グループ1号機設定を設け、グループ毎に1号機から順に連番としてください。
6.接点入力の渡り配線は総延長500ｍ以内、太さ0．5～2．0ｍm2のケーブルを使用してください。渡り台数は30台までとしてください。
7.遠方の運転／停止入力は瞬時無電圧ａ接点（0．5ｓｅｃ以上）としてください。
8.その他の入力（温度設定は除く）は無電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ12Ｖ0．5Ａ以上）としてください。火災連動停止は無電圧ｂ接点です。
9.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図を参照してください。

BACnetアダプタ

設備機器（空調機、照明器、各検出器等）のメーカーや機種等に関わらず、同一通信線で接続できるオープンネットワーク・マルチベンダー制御
システムです。従来、各メーカー毎に対応していたインターフェイスの必要がなく、竣工後の機器増設や変更にも対応できます。

VAV照明

BACnet通信

他社通信 PMAC通信

中央監視盤

BACnet
アダプタ

BAD-MB R2 BAD-MB R2

BAD-MB R2：1系統4台×2系統＝最大8台

BAD-MB R2：8台×ユニット：30台＝最大240台

BAD-MB R2
１台につき

ユニット
30台

BAD-MB R2 BAD-MB R2

BAD-MB R2 BAD-MB R2 BAD-MB R2 BAD-MB R2

■仕様および機能
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BACnetアダプタ

設備機器（空調機、照明器、各検出器等）のメーカーや機種等に関わらず、同一通信線で接続できるオープンネットワーク・マルチベンダー制御
システムです。従来、各メーカー毎に対応していたインターフェイスの必要がなく、竣工後の機器増設や変更にも対応できます。

VAV照明

BACnet通信

他社通信 PMAC通信

中央監視盤

BACnet
アダプタ

BAD-MB R2 BAD-MB R2

BAD-MB R2：1系統4台×2系統＝最大8台

BAD-MB R2：8台×ユニット：30台＝最大240台

BAD-MB R2
１台につき

ユニット
30台

BAD-MB R2 BAD-MB R2

BAD-MB R2 BAD-MB R2 BAD-MB R2 BAD-MB R2

■仕様および機能

製品名 ＢＡＣｎｅｔアダプタ

製品仕様

外形寸法 Ｈ：１０９ｍｍ × Ｗ：２４５ｍｍ × Ｄ：１１８．９ｍｍ

質量 約１．７ｋｇ

電源 ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

消費電力 約１３．０Ｗ

据付方法 盤取付

使用環境

温度 ０〜４０℃

湿度 ２０〜８０％ RH（結露なきこと）

設置場所 制御盤内

接続台数
マルチＢＯＸ １系統最大４台×２系統　合計８台接続

空調機 最大２４０台接続

空
調
機
情
報

指令

ＡＯ 設定温度

ＢＯ 運転動作、デマンド

ＭＯ 運転モード、風速、集中制御、外気冷房、給排気

状態

ＡＩ 設定温度、室温、警報詳細、電流値

ＢＩ 警報、運転動作、デマンド

ＭＩ 運転モード、風速、集中制御、外気冷房、給排気、運転状態

製品名 ＢＡＣｎｅｔアダプタ

自
律
制
御

火災制御

概要 フロア単位で、制御（フロアは、マルチＢＯＸ毎に登録）
火災発生フロアの上層フロアを火災として制御（任意選択）

フロア登録数 ９フロア

火災発生時 空調機：停止

火災復旧時 空調機：状態復帰

復旧指令 一括復旧（復旧不可フロアは、現状を保持）

停電制御

概要 エリア単位で、制御（エリアは、マルチＢＯＸ毎に登録）
停電発生時、変化通知を抑制

エリア登録数 ９エリア

停電発生時 空調機：停止

停電復旧時 空調機：状態復帰

復旧指令 一括復旧（復旧不可エリアは、現状を保持）

PI制御

概要 エリア単位で、制御（エリアは、マルチＢＯＸ毎に登録）

エリア登録数 ９エリア

PI発生時 空調機：圧縮機運転禁止

PI復旧時 空調機：圧縮機運転許可

スケジュール・
カレンダ制御

オブジェクト数 スケジュール：１００、カレンダ：３００
登録可能

オブジェクト
ＡＯ、ＢＯ、ＭＯ（但し、１つのスケジュールに複数の

オブジェクトタイプを登録することは不可）

トレンドログ
制御

オブジェクト数 ２００
登録可能

オブジェクト ＡＩ、ＡＯ、ＢＩ、ＢＯ、ＭＩ、ＭＯ
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BACnetアダプタ

■BACnetアダプタ

■BAD-MB R2

※１配線ダクトが高さ５０ｍｍ以下の場合は３０ｍｍ以上、
　　その他の場合は４０ｍｍ以上です。

ユニットの周囲は下図の示すスペース以上を確保してください。

網掛け部は制御盤の天井、配線ダクト等を示します。

＜据付スペース＞

＜ベースユニット取付寸法＞
118.9

245

10
6

224.53

８０ｍｍ以上

※
１

５ｍｍ以上 ５ｍｍ以上 ※
１

80

222.5

＜他器具との距離＞
シーケンサと器具（コンタクタやリレー等）とは
以下の距離以上を確保してください

コンタクタ
リレー等

コンタクタ
リレー等

コンタクタ
リレー等

５０ｍｍ以上 ５０ｍｍ以上

１００ｍｍ以上

注　記
１：ベースユニットは、平らな面に取り付けてください。取付面に凸凹があると、プリント基板に無理な力が加わり、不具合の原因になります。
２：大型の電磁接触器やノーヒューズ遮断器などの振動源との併設を避け、別パネルにするか離して取り付けてください。
３：制御盤へネジを使用して取り付ける時は、Ｍ４のネジを使用してください。

注　記
１：端子台のＡ１０～Ａ１２、Ａ１５、Ａ１６、Ｂ１１、Ｂ１２は接続しないでください。
２：端子台のＢ１３、Ｂ１４を渡る通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効に設定してください。
　＊基板上のディップスイッチＳＷ５－１をＯＮにすることで有効となります。
３：端子台のＢ１５、Ｂ１６を渡る通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効に設定してください。
　＊基板上のディップスイッチＳＷ５－２をＯＮにすることで有効となります。

FUSE

ヒューズ（１Ａ） 電源

Ｐ
．１運
転

停
止運
転
表
示

異
常
表
示

Ｆ
Ｇ

Ｆ
Ｇ

火
災
連
動

デ
マ
ンド

後
優
先
／

遠
方
優
先

通
常
／

強
制
送
風

４～２０ｍＡ

－ ＋

ＤＤＣ

ＳＧＧ

Ｆ４ＣＰ

ＳＧＧ

Ｂ１６ Ｂ１５ Ｂ１４ Ｂ１３ Ｂ１２ Ｂ１１ Ｂ１０ Ｂ９ Ｂ８ Ｂ７ Ｂ６ Ｂ５ Ｂ４ Ｂ３ Ｂ２ Ｂ１
Ａ１６ Ａ１５ Ａ１４ Ａ１３ Ａ１２ Ａ１１ Ａ１０ Ａ９ Ａ８ Ａ７ Ａ６ Ａ５ Ａ４ Ａ３ Ａ２ Ａ１

Ｕ
ＥＶ

ＡＣ１００Ｖ

66
19
1.
5

50
　
　
　
９
０

（
取
付
穴
ピッ
チ
）

249.5

50
　
　
　
90

（
取
付
穴
ピッ
チ
）

240（取付穴ピッチ）

電源線Ｌ１２００±５０
（Ｍ４端子付）

Ｍ３．５端子台

6
6 6

6

電源スイッチ（左：ＯＮ、右：ＯＦＦ）
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BACnetアダプタ結線図

注　記
１：図中の破線部は、客先準備となり　　 印部は現場にて施工してください。
２：ＢＡＣｎｅｔアダプタ～マルチＢＯＸ間の通信線は総延長１０００ｍ以内、マルチＢＯＸ～ユニット間の通信線は総延長５００ｍ以内、太さ０．５～２．０ｍｍ2シールド線（ＫＰＥＶまたはＭＶＶＳ等）
を使用してください。

３：通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので注意してください。
４：ＢＡＣｎｅｔアダプタ～マルチＢＯＸ間の通信は、ＢＡＣｎｅｔアダプタを先頭号機としマルチＢＯＸ１号機を必ず設け、ＢＡＣｎｅｔアダプタと最終号機マルチＢＯＸの終端抵抗を有効にしてくださ
い。ＢＡＣｎｅｔ基板上スイッチＳＷ５－１をＯＮにすることで有効になります。

５：マルチＢＯＸ～ユニット間の通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効にしてください。マルチＢＯＸは基板上スイッチＳＷ５－２をＯＮに、ユニットはコントロールパネル基板上スイッ
チＳ５０１をＯＮにすることで終端抵抗が有効になります。

６：マルチＢＯＸ接続ユニットには１グループ１号機設定を設け、グループ毎に１号機から順に連番としてください。
７：電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図を参照してください。
８：各入力は有電圧接点（開閉容量：ＤＣ２４Ｖ）としてください。
９：火災・停電はＢ接点となります。（火災／停電時：開　通常時：閉）
１０：Ｐ・ＩはＡ接点となります。（ポンプ停止時：開　ポンプ運転時：閉）

制　御
１：ＢＡＣｎｅｔアダプタからは最大で１系統１２０台×２系統の合計で２４０台のユニットを制御可能です。
２：ＢＡＣｎｅｔアダプタにマルチＢＯＸを１系統４台×２系統の合計で８台まで接続可能です。
３：マルチＢＯＸにユニットを最大３０台まで接続可能です。
４：最大８台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ内は同一設定で運転します。
５：グループ内にはＬＣＤを４台まで接続可能です。但し、ユニット１台に複数接続する場合は２台までとし、片方のＬＣＤを「コ」設定にしてください。
６：通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時はＬＣＤからの操作が制限されます。

■BACnetアダプタ結線図

３グループ
１号機

ＦＧ ５４４ ５ＦＧ

２グループ
１号機

４ ５ＦＧ

４グループ
１号機

１グループ
１号機

ＦＧ ５４ ４ ５ＦＧ

最終グループ
１号機

ＭＢ（１号機）

Ｂ１５

ＢＡＣｎｅｔ
アダプタ

ＳＤＡ

Ｂ１６

ＦＧ
Ｂ１３
Ｂ１４

ＣＨ１
Ｓ５０１：ＯＮ

ＳＷ５
１：ＯＮ
２：ＯＮ

ＢＡＣｎｅｔ上位装置

ＳＤＢ
ＲＤＡ
ＲＤＢ

ＳＤＡ
ＣＨ２

ＲＤＢ
ＲＤＡ
ＳＤＢ ＭＢは最大

４台まで
接続可能

３グループ
１号機

ＦＧ ５４４ ５ＦＧ

２グループ
１号機

４ ５ＦＧ

４グループ
１号機

１グループ
１号機

ＦＧ ５４ ４ ５ＦＧ

最終グループ
１号機

ＭＢ（１号機）

Ｂ１５Ｂ１６

ＦＧ
Ｂ１３
Ｂ１４

Ｓ５０１：ＯＮ

ＳＷ５
１：ＯＮ
２：ＯＮ

ＬＡＮケーブル
１００ＢＡＳＥ－Ｔ
（ＣＡＴ５以上）

Ｌ
Ｎ

Ｒ

Ｒ

ＭＢは最大
４台まで
接続可能

ＡＣ１００Ｖ

ＲＸ４０Ｃ７

ＳＤＡ

ＲＤＢ
ＲＤＡ
ＳＤＢ

火災
停電
Ｐ・Ｉ
ＤＣ２４Ｖ
電源

Ｘ００

ＣＯＭ
Ｘ０８
Ｘ０４

～

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ
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コントロールパネル終端スイッチ

フ レ ー ム グ ラ ン ド

端 子 台

ポ ンプインターロック

記 号

S 5 0 1

F G

P ・ I

名 称

マ ル チ B O X

リ モ コ ン   
BACne tアダプタ終端抵抗

マルチBOX終端スイッチ

記 号

M B

L C D

R

S W 5

名 称



各種リモコン

●１個のスタンダードリモコンで、ユニット８台までグループ制御できます。
●ルームセンサーを内蔵していますので、リモコンの周辺温度で制御が可能です 。
●停電保証用のメモリーバックアップ機能があります。
●言語表示を変更可能です。（日本語／英語）

液晶表示部
ドット液晶を採用し、設定に応じて表示を変更可能です。

選択ボタン（　　/     ）
操作したい項目にカーソルを合わせます。

運転/停止ボタン

メニューボタン

非 接 触 ボ タ ン 搭 載

名 称 登 録 定型文字を利用し、全角６文字（半角12文字）まで入力可能になりました。

ス ケ ジ ュ ー ル 設 定 曜日単位でのスケジュール設定が可能になりました。
時刻、運転モード、温度設定を８パターンまで設定可能です。

運転/停止ボタンは非接触に対応しました。
手をかざすだけで空調機の運転／停止が可能になりました。

ア イ コ ン 表 示 現在の設定や状態がアイコンで表示されるようになりました。

※設置するユニットにより、接続配線の芯数が異なります。（２芯・３芯）

スタンダードリモコン スタイリッシュなデザインを採用

選択ボタン（　　/     ）
設定を変更します。

運転ランプ
ユニット運転中は、ランプが緑色に点滅します。
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各種リモコン

●1個の液晶パネルで、ユニット8台までグループ制御できます。 
●ルームセンサーを内蔵していますので、リモコンの周辺温度で制御が可能です。 
●停電補償用のメモリーバックアップ機能があります。 

注）写真は、全画面表示を示します。

グループ運転表示
グループ運転時に接続台数を自動的に確
認し、その台数を表示します。
（単機運転時は、なにも表示されません）

ルームセンサー
通常はユニットの室温センサ（ボ
ディーセンサ）で温度を感知してい
ますが、リモコンの周辺温度を感知
させることもできます。

タイマー時間表示
切タイマー時間、入タイマー時間を
表示します。（異常時には警報コー
ドを表示します）

運転ランプ
運転時は点灯します。
試運転時は点滅します。

エコモード運転中に表示します。

運転の状態を表示します。
暖房待機表示中は、暖房立ち上がり時の
冷風防止により室内ファンが停止します。

設定温度を表示します。

運転／停止ボタン

風向切換ボタン

風速切換ボタン

運転切換ボタン

エコモード運転ボタン

タイマー設定ボタン

ボタンを押しても操作できないと
きに表示します。

風速切換表示
風速自動、風速 急、風速 強、
風速 弱のいずれかを表示します。

温度設定ボタン

設定温度を１℃ずつ上げます。

設定温度を１℃ずつ下げます。

ルームセンサー ：

ポンプ停止  ：

遠方制御中  ：

デフロスト  ：

内蔵された室温センサを使用時に
表示します。
ポンプインターロック中に表示します｡
（表示中に圧縮機は運転しません）
上位監視による操作制限中に表示し
ます｡
除霜（デフロスト）運転中に表示します。

運転立ち上がり時や急な負荷変動により設定温度を上げ下げしても、自動で設定した温度に復帰して、エコ運転を支援します。
暖房または冷房時に、設定した時間※1から設定した温度※2へ自動復帰します。
※1： 復帰開始時間は30分後、60分後、90分後、120分後から選べます。
※2： 復帰温度は、暖房20℃～22℃、冷房26℃～28℃のそれぞれ3通りから選べます。

エコモード運転

設定温度範囲制限機能 運転モード毎に17℃～28℃の範囲で変更が可能です。

ボタン 操 作 制 限 機 能 発停操作、運転切換、温度設定、風速切換など、個別に操作制限が可能です。

運転モード切換制限機能 冷暖自動、暖房、冷房・ドライへの切換操作を個別に制限が可能です。

液晶パネル 扱いやすいエントリーモデル
※一部ユニットでは、本リモコンはご使用いただけません。
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各種リモコン

●1個のアメニティースイッチで、ユニット8台まで運転をすることができます。（PAFMACは1台のみ）
●ボタン操作後5秒間バックライトが点灯します。
●ボタン操作時に、操作確認音が鳴ります。
●停電補償用のメモリーバックアップ機能があります。

■室温センサの切換え方

室温センサは、ユニット側・アメニティースイッチ側のどちらか一方で作動します。
通常はユニット側に設定されていますが、SW1-2をONするとアメニティースイッチ側に切り換わります。
「風向切換」「風速切換」ボタンを同時に3秒押し続けると、切換が行えます。

・本体裏側詳細図 ・外観 ・取付要領図

　 温度設定ボタン

設定温度を1℃ずつ上げます。

　 設定温度を1℃ずつ下げます。

（上限28℃）

（下限17℃）

ルームセンサー： 内蔵された室温センサ使用時に表示します。
　　ポンプ停止： ポンプインターロック中に表示します。
　　　　　  　   （表示中に圧縮機は運転しません。）
　　遠方制御中： 上位監視盤より操作制限中に表示します。
　　デフロスト： 除霜（デフロスト）運転中に表示します。

設定温度・タイマー時間・警報コードを
表示します。またメンテナンス時に
も必要なデータを表示します。

ルームセンサー
運転／停止ボタン

運転切換ボタン

入/切タイマーの設定ボタン

風速切換ボタン風向切換ボタン

SW2 SW1

21

ＦＦＯ

3 654 8721

ＦＦＯ

3 4

120

14
12
0

（松下電工DS4811又は相当品）
（カバーなし）
１個用スイッチボックス

壁から100ｍｍ以上

壁

連続設置時130ｍｍ以上

　液晶表示部（バックライト付）

注）写真は、全画面表示を示します。

冷暖自動、暖房、冷房、
送風、ドライのいづれか
設定されたモードを
表示します。

風速 自動、風速 急、
風速 強、風速 弱の
いずれか設定された
風速を表示します。

アメニティースイッチ 大型液晶画面で操作もかんたん！
※一部ユニットでは、本リモコンはご使用いただけません。
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各種リモコン

日本語
℃ →

英語
℃→

英語
 F

ボタン 操 作 制 限 機 能 発停操作、運転切換、温度設定、風速切換など、個別に操作制限が可能です。

運転モード切換制限機能 冷暖

※設置するユニットにより、接続配線の芯数が異なります。（２芯・３芯）

自動、暖房、冷房・ドライへの切換操作を個別に制限が可能です。
※冷暖自動は、スリムリモコンでは【冷暖房】と表示します。

設定温度範囲制限機能 運転モード毎に17℃～28℃の範囲で変更が可能です。

表 示 切 換 機 能 と切換が可能です。

設定温度を表示します。
（異常時には警報コードを表示します）

ルームセンサー
通常はユニットの室温センサ（ボディーセ
ンサ）で温度を感知していますが、リモコ
ンの周辺温度を感知させることもできます。

摂氏／華氏切換ボタン
ボタンを押す毎に、
日本語℃→英語 F゚→英語℃
の順に表示が切り換わります。

おやすみ運転中に表示します。
（機能がある機種に接続した場合に表示します）

ルームセンサー表示
内蔵された室温センサを使用時に表示します。

運転の状態を表示します。
冷暖房、暖房、冷房、送風、ドライのいずれか
を表示します。

タイマー設定時に表示します。

運転切換ボタン

タイマー設定ボタン

運転／停止ボタン

風速切換ボタン

摂氏・華氏温度表示

温度設定ボタン

設定温度を１℃ずつ上げます。

設定温度を１℃ずつ下げます。

風速切換表示
ボタンを押すと、
風速 急→ 強 → 弱 → 自動で

と表示が切り換わります。

自動

注）写真は、全画面表示を示します。

●1個のスリムリモコンで、ユニット8台までグループ制御できます。（PAFMACは1台のみ）
●ルームセンサーを内蔵していますので、リモコンの周辺温度で制御が可能です。
●ボタン操作後10秒間バックライトが点灯します。
●停電補償用のメモリーバックアップ機能があります。

スリムリモコン シンプル機能で「日本語」「英語」の切換が可能！
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外気冷房制御

■外気冷房制御 [ATP,APP型に標準装備]

●外気冷房運転条件

冷房モードで運転中、室内温度と外気温度と設定温度の関係から、冷房運転/外気冷房運転/送風運転の切換を自動的に行います。

下記の2つの条件が成立した時、外気冷房運転となります。

　　　　　　：設定温度＋1℃ ≦ 室温 ＜ 設定温度＋2℃

　　　　　　：外気温度 ＜ 設定温度－7℃
条件1

条件2

ただし、温度差（ΔTs）＝0℃の場合、設定値が設定温度となります。

　　　　　　　　　　　 ＝3,  4,  5℃の場合は、冷房設定値が設定温度となります。

　　　　　　　　　　　 温度差（ΔTs）＝冷房設定値－暖房設定値

●動作特性

室温(℃)

＋3

＋2

＋1

－1

－2

－3

－4

－5

－6

－7

冷房運転 冷房運転外気冷房運転

2℃
⊿
7℃

条件2

条件1

設定温度

外気温度差
（ΔTs）

　　　線は、外気冷房用給・排気ダンパ開状態（コンプレッサOFF）

　　　線は、外気冷房用給・排気ダンパ閉状態（コンプレッサOFF）

　　　線は、冷房運転(コンプレッサ　ON)

　　　線は、送風運転(コンプレッサ　OFF)

注　記

外気冷房運転

冷房運転

・外気冷房運転中、室内温度が設定温度＋2℃以
上となった時、通常の冷房運転となります。

・外気冷房運転から冷房運転になった場合、最低
30分間は冷房運転を継続します。
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■液晶パネル 室温制御特性

液晶パネルからの、運転モード設定及び温度設定信号により、以下のような室温制御を行います。
室温感知部は、ユニット内蔵のサーモセンサと液晶パネル内蔵のルームセンサの2種類で制御が可能です。

注　記
1. 　　 線は冷房運転、 　　 線は暖房運転、　　 線は各々のモードでの送風運転（コンプレッサOFF）を表します。
2.コンプレッサ保護のため、コンプレッサは、起動してから3分間は停止しません。但し、停止入力、保護回路異常入力があると全停止します。
また、再起動時、電源投入時は、およそ3分間遅延されます。

ユニット内蔵サーモセンサ 液晶パネル内蔵ルームセンサ

　ΔTs＝0℃設定の場合

ΔTsは、0,  3,  4,  5℃の4種類から選択できます。

＋2
＋1
Ts
－1
－2

室温（℃）

＋2

＋1

Ts

－1

－2

＋2

＋1

Ts

－1

－2

＋2

＋1

Ts

－1

－2

＋2

＋1

Ts

－1

－2

室温（℃）

室温（℃）

ΔTs＝4℃設定の場合（標準設定）

　ΔTs＝0℃設定の場合

＋2
＋1
Ts
－1
－2

室温（℃）

室温（℃）

室温（℃）

ΔTs＝4℃設定の場合（標準設定）

室温（℃）

(冷房設定値)

(暖房設定値)

ΔTs

＋3

＋2

＋1

Ts

－1

－2

－3

＋3

＋2

＋1

Ts

－1

－2

－3

(冷房設定値)

(暖房設定値)

ΔTs

室温（℃）

＜インバータタイプ＞

室温制御特性（インバータタイプ）

冷房モード 冷房モード

暖房モード 暖房モード

冷暖自動モード 冷暖自動モード

46



リモコン制御システム図

■リモコン

リ  モ  コ  ン
コントロールパネル終端スイッチ

ポ ン プ イ ン タ－ロック

フ レ － ム グ ラ ン ド

端 子 台

記 号

L C D

S501

P ・ I

F G

名 称

制　御
1.最大8台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ内は同一設定で運転します。
2.グループ内にはＬＣＤを4台まで接続可能です。但し、ユニット1台に複数接続する場合は2台までとし、
片方のＬＣＤを「コ」設定にしてください。

3.ＬＣＤ、遠方からの運転／停止は後信号優先となります。
4.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力がＯＦＦ（接点：開）のとき、圧縮機は起動せず
送風運転となります。

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
2.ユニット間の通信線は総延長500ｍ以内、太さ0．5～2．0ｍm2のシールド線を使用し、ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長100ｍ以内、太さ0．5～1．25ｍm2のシールド線を使用し
てください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施工してください。

3.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので注意してください。
4.ユニット間の通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効にしてください。終端抵抗はユニットのコントロールパネル基板上スイッチＳ501をＯＮにする事で有効になります。
5.ＬＣＤグループのみの場合は、他のグループと4，5番の通信線を接続しないでください。
6.ユニットアドレスは、1号機から順に連番としてください。
7.接点入力の渡り配線は総延長500ｍ以内、太さ0．5～2．0ｍm2のケーブルを使用し、1号機にのみ接続してください。渡り台数は30台までとしてください。
8.遠方の運転／停止入力は瞬時無電圧ａ接点（0．5ｓｅｃ以上）としてください。
9.Ｐ・Ｉ入力は無電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ12Ｖ0．5Ａ以上）としてください。
10.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図を参照してください。
11.特定の機器のみ、リモコン結線方法が異なります。
　・「FBP24AB/34AB」及び「WDX90/150BB」：２芯シールド線接続（端子台１・２使用）
　・その他の機器：上記結線図の通り。

1

1グループ
1号機
2 3 4 5ＦＧ

6 7 8 9 10 11 12 13

1

1グループ
2号機

2 3 4 5ＦＧ2 3 4 5ＦＧ

1グループ
3号機

1 2 3 4 51

1グループ
4号機

ＦＧ 2 3 4 5ＦＧ

1グループ
8号機

1

11 12 13 21 3111 21 3111 21 3111

Ｓ501：ＯＮ Ｓ501：ＯＮ

1 2

ＬＣＤ
3 1 2

ＬＣＤ
3 1 2

ＬＣＤ
3

Ｐ・Ｉ（無電圧ａ接点）
（開：圧縮機運転禁止／閉：圧縮機運転許可）

接点開閉容量
（ＤＣ24Ｖ　1Ａ）

コモン
運転表示
異常表示

一斉停止（パルス0．5ｓｅｃ以上）
一斉運転（パルス0．5ｓｅｃ以上）

遠方
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■このカタログに掲載の空調機ユニットは、対人専用の冷暖房装置です。
（1）食品、動植物、精密機器、美術品等の保存など、特殊用途には使用しないでください。

品物の品質低下等の原因になることがあります。

（2）車輛、船舶の空調用としては、使用しないでください。

水漏れ、漏電の原因となります。

■下記のような特殊用途で使用する場合は、事前に弊社営業担当にお問い合わせください。
（1）低温、低湿条件で24時間運転する場合。

（2）沿岸地域（塩害）で使用する場合。

（3）井水を熱源水に使用する場合。（PMACの場合）

（4）温泉地域で使用する場合。

■ご使用場所について、下記にご注意ください。
（１）可燃性ガスの漏れる恐れや引火物がある場所には設置しないでください。

可燃性ガスの発生、流入、滞留の恐れのある場所や、カーボン繊維が浮遊する場所では、火災の原因になることがあります。

（２）酸性・アルカリ性雰囲気の場所には設置しないでください。

塗料・接着剤の揮発ガスや酢酸などが充満した雰囲気で運転すると機器内部の部品が破損・腐食し、漏水・漏電などに至ることがあります。

（３）硫化水素・塩素など腐食性ガス雰囲気の場所には設置しないでください。

厨房等の排水溝やグリーストラップの近くに設置すると汚水から発生した硫化水素により銅配管が腐食し、冷媒漏れに至る場合があります。

（４）粉（小麦粉など）が浮遊する調理場・作業場などには設置しないでください。

フィルタで捕集できない小さな粉が機器内部に溜まり、排水詰まりや漏水に至ることがあります。

■据え付けに際して、下記にご注意ください。
（1）ユニットや別売品の据え付けは、弊社または専門業者様に依頼してください。

ご自分で据え付け工事をされ不備があると、水漏れや、感電、火災の原因になります。

（2）OA機器、医療機器等の電気、精密機器の直上にユニットを設置しないでください。

後々のメンテナンスができなくなる場合があります。

（3）フィルタなどの別売品は、必ず当社指定品を使用してください。

■指定以外の冷媒の使用及び空調機器の改造行為について
（１）当社が指定する冷媒以外を空調機器に封入することは絶対に行わないでください。指定された冷媒と異なる冷媒を空調機器に封入（追

加補充・入替え）すると、機械的不具合・誤動作・故障の原因となり、場合によっては安全性確保に重大な障害をもたらす恐れがあります。

封入冷媒の種類については取扱説明書あるいは機器本体の銘板に記載されています。それ以外の冷媒を封入した場合の故障・誤動作など

の不具合や事故などにつきましては、当社は一切その責任を負いません。

（２）当該機器メーカーでない者が冷媒回路に熱交換器や部品などを増設する行為や冷媒に添加剤などを注入する行為に対し、当該メーカーは

性能や安全性及び信頼性の評価や保証及びメンテナンス等の対応を行いません。従って、これらの改造行為が実行された後の故障・誤動作

などの不具合や事故などについて、機器メーカーやこれらの改造行為に関与していない設備業者は、一切その責任を負えません。

■フロン排出抑制法に基づく管理のお願いについて
（１）当社の空調機器は『フロン排出抑制法』に定める『第一種特定製品』に該当します。空調機器の機器ユーザーは全ての空調機器について

日常的に行う簡易点検を３か月に１回以上実施することが求められています。（他者に委託して良い）

また圧縮機電動機定格出力が７．５ｋＷ以上の空調機器の場合には、十分な知見を有する有資格者による３年に１回の定期点検も必要です。

点検や修理をした後は、点検・整備記録簿に点検・修理、フロンの充填・回収に関する履歴を記録した記録簿を保管してください。機器の異常を

発見した場合、専門的な点検・整備が必要となる場合もありますのでお買い上げの販売店または当社にご相談ください。

■ユニットのご使用は「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくお使いください。

安全にご使用いただくためのご注意

48



第16版 53030000（Sa）

─Partnership &Solution─
©Hikone Studio Co.,Ltd 2015

EC05J0351

QC08J0080

日本ピーマック株式会社　厚木拠点（本社・工場）及び東京拠点は、業務
用空調機器の企画・設計・製造及び保全サービスの範囲において、品質
マネジメントシステムの認証を取得しています。

日本ピーマック株式会社　厚木拠点（本社・工場）は、業務用空調機器の
企画・設計・購買・製造及びサービス（サービス部品の供給・冷媒回収）の範囲
において、環境マネジメントシステムISO14001の認証を受けた工場です。

ホームページ https://www.pmac.co.jp

事務所一覧
https://www.pmac.co.jp/corp/map.html

札幌営業所
東北営業所
東京本店
北陸営業所
名古屋支店
大阪支店
広島営業所
九州営業所
本社・本店・支店・営業所

名古屋支店 東京本店
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